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東川のラジオ番組、毎週放送中！東川のラジオ番組、毎週放送中！

　
　毎週水曜日の夜１時間、ほっこ
りまったりお届けします。東川の
情報もりだくさん。番組への出演
者、お便りも募集中！

【聴き方】
①ラジオ　FMりべーる(83.7MHz)
②スマホ　アプリ：Listen Radio
③パソコン　サイマルラジオ
※②と③は全国どこでも聞けます。

発熱外来 受診の流れ
発熱・せきなどの症状が出たら
（風邪かな？と思ったら）

まずは！

町立診療所（☎82－２１０１）
または かかりつけ医 に 電話
※状況確認と受診予約を行います。

　・土日祝・年末年始
　・主治医のいない方
　・症状はないが相談したい方

はこちら↓　　　　　　

北海道新型コロナウイルス感染症 
健康相談センター
☎０１２０－５０１－５０７
（フリーコール、24時間対応）

新型コロナワクチン新型コロナワクチン ４回目接種  ４回目接種 についてについて新型コロナワクチン ４回目接種 について

予約専用電話 ☎0166-76-5365（平日8:30-17:15）

【対象者】３回目のワクチンを接種した後、5ヵ月以上経過した18歳以上の方で、
　①接種日当日に60歳以上の方 → 接種券が随時届きます。
　②18歳以上60歳未満で、基礎疾患のある方や、医師が重症化リスクが高いと
　　判断する方 → 下記に電話し、接種券を申請してください。
　※「基礎疾患」の範囲など、詳しくはチラシ等をご覧ください。
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ユースフェスフォトコン 鮮やかに世界写す
今年はまだ世界中から東川町に集うことが難しく、特別企画としてオンライン
での写真コンテストを開催したユースフェス。個人部門は１枚、団体部門は６
枚の組写真で作品を募集したところ、個人は14の国・地域から126作品、団体は
20の国・地域から58作品が集結。その中から一次審査で各国・地
域のコーディネータが選抜した上位10作品を対象に、オンライン
投票を受付しました。7月19日～8月12日の期間で全世界から寄せ

られた個人部門3,974票、団体部門9,114票で賞が決定！　ユースフェスHPでは上位作
品全てをご覧いただけます。世界中のカラフルな感性をご堪能ください。

個 

人 

部 

門
〔
テ
ー
マ
：
青
春
〕

団 
体 

部 

門
〔
テ
ー
マ
：
地
域
の
魅
力
〕

●「写真の町」東川町賞 ●ひがしかわ観光協会賞
インドネシア共和国/キナバル市インドネシア学校/
リアン トゥモンロ

『無邪気な幼少期』
ミャンマー連邦共和国
アゥン カン チョー

『虹の下で』 Under The Rainbow 『人生』タイ王国/カン ボ ボ

『私の青春は私が決める』
台湾/チェン ウェイ リン

●「写真の町」東川町賞 ●
ひ
が
し
か
わ
観
光
協
会
賞（
６
枚
中
１
枚
掲
載
）

コロンビア共和国／サレジアン・マルドナド学校
カミラ・アンドレア・ディアス
エリアンナ・ロドリゲス・ロサス 
ラウラ・ソフィア・ベセッラ・ガルシア

ミャンマー連邦共和国
ミャ・ミィン・モ私立高校
アゥン カン チョー
カン トゥ ラ アゥン
イ チョ ゼィン

タイ王国
ソーイダーオ ウィタヤー学校 
ファコーン・スアウタイ
ナンプロイ・トゥンナンソアン
ニローボン・スドワナー

フランス共和国
ジャン・マセ高校
アネット・ル・ピション
アンナ・ミネ
サーシャ・アンジボー

『コロンビアの野生動物』 Colombian wildlife

『奇想天外な日々』 Wonderful Life

『我が地域の魅力』 The Charm of my region

『融合の魅了』 Fusion charm
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戻
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８
月
26
日
、
文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
星
空
撮
影

講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。
６
月
の
写
真
展
『
宇

宙
へ
の
扉
』
関
連
企
画
で
、
本
来
な
ら
忠
別
湖

親
水
広
場
へ
撮
影
し
に
行
く
予

定
で
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
こ

の
日
は
曇
天
。
代
わ
り
に
小
沼

秀
樹
さ
ん
（
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ

ド
）
が
撮
影
し
た
美
し
い
星
空

を
上
映
し
な
が
ら
、
撮
影
機
材

や
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
教
え
て
も
ら

い
ま
し
た
。
参
加
し
て
く
れ
た

子
ど
も
た
ち
は
「
カ
メ
ラ
か
っ

こ
い
い
」
「
来
年
、
写
真
少
年

団
に
入
ろ
っ
か
な
」
と
好
奇
心

を
そ
そ
ら
れ
た
様
子
。
好
き
こ
そ
も
の
の
上
手

な
れ
、
写
真
は
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
を
の
ぞ
い
た
数

だ
け
う
ま
く
な
り
ま
す
。
ま
ず
は
晴
れ
た
夜
に
、

カ
メ
ラ
を
持
っ
て
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

★
星
の
撮
影
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
モ
ー
ド
で
ピ

ン
ト
を
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
る
の
で
ち
ょ
っ
と

だ
け
難
易
度
高
め
。
道
具
を
揃
え
て
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
よ
う
！
▼
一
眼
レ
フ
／
ミ

ラ
ー
レ
ス
カ
メ
ラ…

18
㎜
く
ら

い
の
広
角
レ
ン
ズ
が
適
当
。
▼

三
脚…

シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド

10
〜
15
秒
く
ら
い
で
撮
る
の
で
、

ブ
レ
な
い
よ
う
重
い
三
脚
が
ベ

タ
ー
。
▼
カ
メ
ラ
用
ル
ー
ペ…

デ
ジ
カ
メ
の
画
面
を
拡
大
し
て

見
ま
す
。
レ
ン
ズ
の
ピ
ン
ト
リ

ン
グ
を
回
し
、
星
が
一
番
小
さ

く
な
っ
た
状
態
が
ピ
ン
ト
ば
っ

ち
り
。
▼
ソ
フ
ト
フ
ィ
ル
タ
ー…

大
き
め
の
星

が
に
じ
ん
で
写
り
ま
す
。
星
座
を
く
っ
き
り
写

し
た
い
な
ら
こ
れ
！

フ
ト
の
お
店
、
飲
食
ブ
ー
ス
も
多

数
出
店
。
お
な
じ
み
の
浜
頓
別
町

も
駆
け
つ
け
、
自
慢
の
海
産
物
を

直
売
し
て
く
れ
ま
し
た
。
中
央
の

広
場
で
は
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
や
馬
頭

琴
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
郷
土
芸
能
・

羽
衣
太
鼓
の
演
奏
に
加
え
、
久
々

　

９
月
３
日
・
４
日
、
キ
ト
ウ
シ
森
林
公
園
で

第
73
回
く
ら
し
楽
し
く
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
秋

の
収
穫
祭
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
〔
主
催
：

同
実
行
委
（
㈱
東
川
振
興
公
社
内
）
〕

　

２
日
間
と
も
好
天
で
こ
の
時
期
と
は
思
え
な

い
ほ
ど
気
温
も
高
く
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
手
作
り
ク
ラ

に
数
多
く
の
チ
ー
ム
が
よ
さ

こ
い
ソ
ー
ラ
ン
の
演
舞
を
披

露
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
勇
壮
な

姿
に
手
拍
子
を
お
く
っ
て
い

ま
し
た
。
恒
例
の
も
ち
ま
き

で
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
た

今
年
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。

次
回
は
来
年
５
月
下
旬
に
開

催
予
定
で
す
。

満
天
の
星
空
を
撮
ろ
う

満
天
の
星
空
を
撮
ろ
う

　

２
度
の
延
期
を
経
て
、
遂
に

10
回
記
念
大
会
と
な
っ
た
「
大

雪
・
旭
岳SEA 

TO 
SUMMIT

（
シ
ー
ト
ゥ
ー
サ
ミ
ッ
ト
）
」
。

湖
・
里
・
山
を
人
力
だ
け
で
た

ど
り
な
が
ら
自
然
の
循
環
を
体

感
す
る
環
境
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
今
年
は
過
去
最
多
の

約
90
組
・
１
７
０
名
の
参
加
者

を
迎
え
、
８
月
20
日
に
環
境
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
翌
21
日
に
大
会
が
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
〔
主
催
：
同
実
行
委
〕

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
山
で
は
猛
烈
な
風
で
勢

い
よ
く
雲
が
流
れ
て
い
ま
し
た
が
、
眼
下
の
絶

景
や
青
空
に
出
会
え
る
タ
イ
ミ
ン
グ
も
。
変
わ

り
や
す
い
天
気
も
含
め
て
、
大
自
然
の
力
に
つ

い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

自
然
の
循
環
感
じ
て
10
回
、Ｓ
Ｅ
Ａ 

Ｔ
Ｏ 

Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｔ

自
然
の
循
環
感
じ
て
10
回
、Ｓ
Ｅ
Ａ 

Ｔ
Ｏ 

Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｔ

▲撮った写真とその撮影機材を説明する小沼さん（左）▲大空を泳ぐよさこいの旗と、応援する大勢
のギャラリー

▲③旭岳山頂で自然のスケールを実感

▲②旭岳温泉までバイクで駆け上がる

▶
①
旭
岳
を
望
む
忠
別
湖
で
の
カ
ヤ
ッ
ク
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９
月
７
日
〜
９
日
、
多
文
化
共
生
室
（
せ
ん

と
ぴ
ゅ
あ
Ⅰ
内
）
が
留
学
生
向
け
の
業
界
説
明

会
・JOB 
CAMP 

in 
HIGA-

SHIKAW
A

を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
企
業
は
東
川
町
内
の
花
本

建
設
㈱
や
㈱
丸
巳
、
町
オ
フ
ィ

シ
ャ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
の
㈱
ヌ
ー

ラ
ボ
や
㈱
サ
ッ
ポ
ロ
ド
ラ
ッ
グ

ス
ト
ア
ー
を
は
じ
め
、
外
国
人

ス
タ
ッ
フ
採
用
に
意
欲
的
な
10

社
。
業
種
は
Ｉ
Ｔ
、
建
設
業
、

食
品
関
係
、
介
護
、
農
業
、
観

光
業
な
ど
多
種
多
様
で
、
留
学

生
は
興
味
の
あ
る
会
社
の
説
明

を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
過
去
に
日
本
語
学

校
や
北
工
学
園
を
卒
業
し
た
先
輩
も
企
業
側
と

し
て
実
体
験
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
先
輩
が

笑
顔
で
働
く
様
子
は
、
日
本
で
働
く
上
で
の
代

え
が
た
い
安
心
感
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
参
加
者
は
仕
事
の
内

容
や
や
り
が
い
、
採
用
ま
で
の

具
体
的
な
ス
テ
ッ
プ
、
そ
し
て

仕
事
以
外
の
社
内
で
の
交
流
な

ど
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
質
問

し
、
働
く
イ
メ
ー
ジ
を
掴
ん
だ

様
子
。
採
用
試
験
に
応
募
し
た

い
会
社
が
あ
れ
ば
多
文
化
共
生

室
が
一
緒
に
履
歴
書
を
作
る
な

ど
、
就
職
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト

体
制
も
万
全
で
す
。
少
子
化
で

働
き
手
が
少
な
い
今
の
時
代
、

近
い
未
来
で
私
た
ち
と
共
に
働
い
て
く
れ
る
留

学
生
の
力
に
な
れ
る
よ
う
、
東
川
町
は
こ
れ
か

ら
も
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

留
学
生
と
企
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、多
文
化
共
生
室
が
業
界
説
明
会

留
学
生
と
企
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、多
文
化
共
生
室
が
業
界
説
明
会

　

９
月
６
日
、
し
ご
と
コ
ン
ビ
ニ
と
東
川
町
オ

フ
ィ
シ
ャ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
の
コ
ラ
ボ
企
画
、

「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
注
目
さ
れ
る
画
像
を
作
っ
て
み
よ

う
！
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
師
は
、
㈱
ヌ
ー
ラ

ボ
の
五
十
川
慈
（
め
ぐ
み
）
さ

ん
。
「
人
に
情
報
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
に
ま
ず
必
要
な
事
は
、

時
代
と
と
も
に
変
わ
っ
て
い
る
」

と
五
十
川
さ
ん
。
従
来
は
「
注

目
を
集
め
る
」
こ
と
が
第
一
歩

で
し
た
が
、
今
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
時
代

で
最
初
に
必
要
な
の
は
「
共
感
」

だ
と
言
い
ま
す
。
情
報
を
ス
ク
ロ
ー
ル
し
て
見

る
昨
今
、
目
に
し
た
情
報
を
「
自
分
の
興
味
の

対
象
と
し
て
見
る
」
か
「
関
係
な
い
も
の
だ
と

ス
ル
ー
す
る
」
か
は
、
た
っ
た
の
３
秒
で
決
ま

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
（
画
像
の
場
合
は
０
・

０
１
３
秒
）
。
そ
ん
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
誰

に
伝
え
た
い
の
か
、
そ
の
人
が
共
感
す
る
の
は

ど
ん
な
事
な
の
か
、
ど
ん
な
状
況
で
読
ま
れ
る

の
か
。
相
手
を
具
体
的
に
想
像

し
、
相
手
の
目
線
で
イ
ン
パ
ク

ト
よ
り
も
共
感
を
生
み
や
す
く

作
り
込
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
相
手
の
共
感
ポ
イ
ン
ト
を
想

像
す
る
」
こ
と
は
、
何
事
に
も

活
か
せ
る
ス
キ
ル
で
す
ね
。

　

し
ご
と
コ
ン
ビ
ニ
で
は
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
豊
か
な
く
ら
し

づ
く
り
を
応
援
す
る
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

次
回
は
10
月
18
日
㈫
、
㈱
Ｃ
Ｍ
Ｓ
か
ら
町
東
川

ス
タ
イ
ル
課
に
出
向
中
の
地
域
活
性
化
企
業

人
・
畠
田
大
詩
さ
ん
が
登
壇
し
ま
す
。

有
名
で
す
が
、
そ
の
信
念
は
機

能
と
美
を
追
求
す
る
北
欧
デ
ザ

イ
ン
や
北
欧
社
会
に
も
大
き
な

影
響
を
与
え
ま
し
た
。
機
能
美

の
あ
る
デ
ザ
イ
ン
は
、
暮
ら
し

の
中
に
無
意
識
な
「
美
」
を
根

付
か
せ
ま
す
。
そ
れ
は
全
て
の

　

８
月
20
日
、
せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ
Ⅰ
で
第
75
回
デ

ザ
イ
ン
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
の

東
海
大
学
文
化
社
会
学
部
北
欧
学
科
専
任
講

師
・
柴
山
由
理
子
さ
ん
に
、
19
世
紀
後
半
〜
20

世
紀
の
社
会
思
想
家
、
エ
レ
ン
・
ケ
イ
を
起
点

に
、
北
欧
の
デ
ザ
イ
ン
と
社
会
を
繋
ぐ
思
想
を

お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ケ
イ
は
教
育
分
野
で

人
の
審
美
眼
を
養
い
、
健
全
な
人

間
性
と
個
（
個
性
）
を
深
め
る
こ

と
に
。
結
果
、
一
人
一
人
が
活
躍

で
き
る
社
会
が
形
成
さ
れ
、
健
全

な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
（
国
民
国
家
）

の
中
で
豊
か
さ
や
心
地
よ
さ
の
あ

る
福
祉
国
家
が
生
ま
れ
た
、
と
い

う
こ
と
で
す
。
で
は
、
豊
か
な
生

活
を
営
む
た
め
に
、
私
た
ち
は
何

か
ら
始
め
る
べ
き
か
。
そ
れ
は
、
ケ
イ
の
「
全

て
の
人
に
美
を
」
と
い
う
信
念
に
表
さ
れ
る
よ

う
に
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
目
的
に
合
っ
た
も

の
を
揃
え
、
家
を
「
整
え
る
」
こ
と
。
「
美
に

は
人
を
善
良
に
変
え
る
力
が
あ
る
」
、
つ
ま
り

美
し
い
生
活
は
心
豊
か
な
暮
ら
し
を
実
現
し
ま

す
。
ケ
イ
を
通
じ
て
、
概
念
の
広
い
「
デ
ザ
イ

ン
」
で
培
わ
れ
た
思
想
が
、
社
会
の
仕
組
み
に

ま
で
も
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
伝
わ
り
ま
し
た
。

デ
ザ
イ
ン
は
教
育
や
福
祉
に
も
つ
な
が
る

デ
ザ
イ
ン
は
教
育
や
福
祉
に
も
つ
な
が
る

「
共
感
」す
る
画
像
で
情
報
を
届
け
る

「
共
感
」す
る
画
像
で
情
報
を
届
け
る

▲自然、感動、愛が美しさと繋がっている
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東
川
の
基
線
沿
い
に
、
ロ
グ
ハ
ウ

ス
の
よ
う
な
可
愛
ら
し
い
お
店
が
ひ

っ
そ
り
と
佇
ん
で
い
る
。
東
川
唯
一

の
ベ
ー
グ
ル
専
門
店
『W

akkaya 
B
agel

』
だ
。
店
舗
を
経
営
す
る
店

主
の
風
間
智
さ
ん
、
奥
様
の
ほ
の
か

さ
ん
は
、
２
０
２
１
年
４
月
に
東
川

へ
移
住
し
６
月
に
お
店
を
オ
ー
プ
ン

し
た
。

　

智
さ
ん
は
札
幌
出
身
で
、
独
学
で

ベ
ー
グ
ル
専
門
店
を
経
営
し
て
い
た
。

ほ
の
か
さ
ん
は
旭
川
出
身
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
度
々
町
内
を
訪
れ
て
お

り
、
お
洒
落
な
カ
フ
ェ
や
雑
貨
屋
が

多
い
東
川
を
魅
力
的
に
感
じ
て
い
た

と
い
う
。
そ
し
て
結
婚
を
機
に
移
住

し
、
約
２
ヶ
月
後
に
は
お
店
を
オ
ー

プ
ン
。
多
く
の
パ
ン
屋
が
立
ち
並
ぶ

東
川
は
パ
ン
の
激
戦
区
と
も
言
え
る

が
、
そ
ん
な
東
川
で
お
店
を
始
め
る

こ
と
を
決
断
し
た
当
初
の
想
い
を
お

聴
き
す
る
と
、
「
不
安
は
そ
れ
ほ
ど

な
か
っ
た
」
と
い
う
。
そ
の
背
景
に

は
、
パ
ン
の
激
戦
区
で
は
あ
り
な
が

ら
ベ
ー
グ
ル
専
門
店
は
な
か
っ
た
こ

と
や
、
お
二
人
が
思
う
他
の
パ
ン
に

は
な
い
ベ
ー
グ
ル
な
ら
で
は
の
魅
力

が
あ
る
。
ベ
ー
グ
ル
は
、
バ
タ
ー
な

ど
の
乳
製
品
を
使
っ
て
い
な
い
た
め
、

よ
り
多
く
の
方
に
食
べ
て
い
た
だ
け

る
点
が
一
つ
の
魅
力
だ
と
語
る
。
ま

た
、
お
客
様
の
中
に
は
ベ
ー
グ
ル
を

食
べ
た
こ
と
が
な
い
方
や
、
硬
い
パ

ン
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る

方
も
多
か
っ
た
が
、
実
際
に
食
べ
て

も
ら
う
と
「
食
べ
や
す
く
美
味
し
い
」

「
種
類
が
豊
富
で
飽
き
な
い
」
な
ど

の
感
想
を
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ

た
そ
う
だ
。

　

東
川
の
代
名
詞
と
も
言
え
る
天
然

水
と
、
町
内
の
農
家
さ
ん
が
大
切
に

育
て
た
新
鮮
な
野
菜
を
贅
沢
に
使
っ

た
ベ
ー
グ
ル
。
ま
さ
に
、
〝
ひ
が
し

か
わ
な
お
店
〞
だ
。

東川町オフィシャルレポーター中川梨花による連
載「ひがしかわな人、」。
第 12 回目にご紹介するのは東川のベーグル専門店
『Wakkaya Bagel（ワッカヤベーグル）』を営む、
風間智さん、ほのかさんご夫婦。東川でのお店オー
プン当初のお話と暮らしについて伺った。

東川の食材で
美味しいベーグルを。

東川の水と野菜

美味しいベーグル
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e-mail：
shutter_higashikawa
@gmail.com

みなさまからの写真を随時募集中です！

✔年齢・経験などは問いません！
✔写真は、東川町内で撮影されたものなら何でもＯＫ！
　（景色・人・食など）
✔撮影機材は何でもＯＫ！（スマホでも）
✔タイトル、お名前（ペンネーム可）、コメント（140 字
　以内）を添えてメールよりご応募をお願いします。

みなさまの素敵なお写真に出会えることを
心待ちにしております♪

「 夕陽に輝くじいちゃん家の海辺にて」

Photo by   Ka-chan

毎年 4 月になると東川中の田んぼに水が入り田植えを待ちます。陽に輝き、青空を
映し、まるで海のようなこの頃の景色が私は一番好きです。

肌寒い日々が続き、秋の訪れを感じます。高い建築物がない東川町は空を遮るもの
がないため、月や星がより一層美しく感じられます。こうした自然や季節の移り変
わりを肌で感じることができるのも東川の好きなところの一つです。コンビニ前や
道端に大量に落ちてる大きめな蛾には少しびっくりしてしまいしたが、そんなク
スッと笑える体験ができるのも楽しみだったりします（笑）
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！

世界
を知
ろう
！

世界
を知
ろう！

世界
を知
ろう
！

世界
を知
ろう

　

み
な
さ
ん
初
め
ま
し
て
！
９
月
に
ウ
ズ
ベ
キ

ス
タ
ン
か
ら
来
た
国
際
交
流
員
の
シ
ト
ラ
で
す
。

今
回
は
ウ
ズ
ベ
ク
の
祝
日
「
先
生
の
日
」
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

国
の
発
展
に
は
先
生
の
地
位
や
教
育
の
質
が

大
き
く
影
響
し
ま
す
。
ウ
ズ
ベ
ク
語
に
は
「
先

生
は
父
親
と
同
じ
ぐ
ら
い
偉

大
だ
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が

あ
り
、
先
生
を
自
分
の
父
の

よ
う
に
尊
重
す
る
と
と
も
に
、

自
分
た
ち
が
享
受
す
る
教
育

を
大
切
に
し
よ
う
と
す
る
姿

勢
を
表
し
て
い
ま
す
。
そ
の

こ
と
わ
ざ
に
も
表
れ
て
い
る

よ
う
に
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
で
は
、
先
生
に
感

謝
し
、
彼
ら
の
仕
事
を
称
え
る
よ
う
な
あ
ら
ゆ

る
手
段
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
世
界

基
準
に
則
っ
た
教
育
制
度
の
改
革
や
各
分
野
へ

の
新
技
術
の
設
備
投
資
な
ど
が
継
続
的
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
初

代
大
統
領
イ
ス
ラ
ム
・
カ
リ
モ
フ
に
よ
る
大
統

領
令
（
１
９
９
６
年
１
月
９
日
）
に
よ
り
、
10

月
１
日
が
「
先
生
の
日
」
に
制
定
さ
れ
、
祝
日

と
し
て
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
前
夜
に
は
、

学
校
や
大
学
な
ど
の
教
育
機
関
で
先
生
の
日
を

祝
っ
て
寸
劇
や
舞
台
、
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
先
生
に
捧
げ

る
曲
や
歌
が
演
奏
さ
れ
ま
す
。
文
化
宮
殿
で
は

コ
ー
チ
の
活
動
を
紹
介
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
展
示

会
な
ど
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
皆
お
世
話

に
な
っ
た
先
生
や
コ
ー
チ
に
お
祝
い
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
送
っ
た
り
、
花
や
お
菓
子
、
時
に
は
高

価
な
も
の
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
り
し
て
、

記
念
写
真
も
撮
影
し
ま
す
。

　

政
府
も
子
ど
も
の
成
長
に
寄
与
し
て
い
る
優

秀
な
先
生
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
す
べ
く
さ
ま
ざ
ま

な
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
、
優
勝
し
た
先
生
に

は
賞
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
第
２
代
大
統
領

シ
ャ
フ
カ
ト
・
ミ
ル
ジ
ヨ
エ

フ
は
「
わ
が
国
で
第
三
次
ル

ネ
ッ
サ
ン
ス
の
基
礎
を
築
く

た
め
に
は
、
現
代
科
学
と
教

育
、
そ
し
て
教
育
が
必
要
で

す
。
今
日
と
明
日
の
運
命
、

若
者
の
運
命
を
決
定
す
る
優

秀
な
先
生
、
教
授
、
そ
し
て

真
の
知
識
人
が
必
要
な
の
で
す
」
と
語
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
２
０
２
２
年
６
月
１
日
か
ら
国

家
公
務
員
、
特
に
教
師
の
給
与
を
12
％
引
き
上

げ
、
２
０
２
５
年
ま
で
に
月
給
を
現
在
の
４
倍

に
引
き
上
げ
る
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
か
ら
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス

タ
ン
の
先
生
の
地
位
や
待
遇
向
上
の
た
め
に
ど

れ
ほ
ど
の
努
力
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
か
が
お
分

か
り
い
た
だ
け
る
か
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
、

先
生
へ
の
敬
意
を
表
す
る
た
め
に
ど
ん
な
こ
と

を
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

90

先
生
の
日

ほんの森
司書のオススメ
せんとぴゅあⅡ ほんの森せんとぴゅあⅡ ほんの森せんとぴゅあⅡ ほんの森
【貸し出し】
図書、紙芝居、雑誌は一人合計10点まで（15日間）
ＤＶＤは一人２本まで（８日間）
★本、ＤＶＤの蔵書リクエストもお受けしています

ほんの森
司書のオススメ

メタル’９４（一般書）
ヤーニス　ヨニェヴス／著　作品社／刊

　1994年、ライフス
タイルがデジタル化さ
れる前の最後の時代。
アメリカでニルヴァー
ナのリーダーが自分の
頭を撃ち抜いたという
報の一撃は、ラトヴィ
アに住む14歳のヤーニ
スの耳をも確かにつん
ざいた。ソ連からの独
立後間もない頃にヘヴ
ィメタルに熱狂し、ア
イデンティティを探し
求めた少年たちの日々
を描く。東川町姉妹都

市ラトヴィアの〈文学界の新星〉による半自伝
的小説。

国際文化紹介ブース
10月：ウズベキスタン編

　せんとぴゅあⅡで、東川町国際交流員（CIR）が
母国に関連した書籍を紹介‼

担当ＣＩＲからヒトコト
　シルクロードの中心だったウズベキスタンの
歴史や観光地、子どもたちの絵本までそろえて
みました。　　　　　　　  　マリコヴァ・シトラボヌ

東
川
町
国
際
交
流
員
（
Ｃ
Ｉ
Ｒ
） 

マ
リ
コ
ヴ
ァ
・
シ
ト
ラ
ボ
ヌ
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A word from another world

英語教育指導員　宮地晶子の

エイゴノマナビカタ

A word from another worldNo.133

第194回

グローブ・トライアル
　先日、東川中学校の２年生がグローブ・トライアル
を行いました。これは生徒全員が外国の人と１対１で
会話をするもの。町で取り組むグローブの一環です。
来てくれたのは町のCIR(国際交流員)やALT（英語指
導助手）４名。面接は１人わずか３分程度です。でも
他の市町村ではALTの学校訪問は年に数回ということ
もありますから、これは信じられないくらい恵まれた
ことです。幼児の頃から外国の人と接しているせいか、

あまり緊張する子はいません。質問もほぼ全員が聞き
取れていました。面接直後の高揚した顔を見たらわか
りましたが、ほとんどの生徒が楽しかった、と言いま
す。「鉄は熱いうちに打て」です。「もっと話せるよ
うになるにはどうしたらいい？」と尋ねました。する
と「自分のことをよく知り、いろんなことと結びつけ
て話す」「もっと自分から質問する」など、いい意見
が出ました。質問することは相手に興味を持っている
証だから、とにかく質問力が大事、と常日頃伝えてい
ます。でもやはり１番多かった意見は「もっと単語を
覚える」でした。実際に話して、「言いたいことが言
えない」と痛感したのでしょう。　話はそれますが、
今、中学校にウズベキスタン出身のシリンさんが教育
実習で来ています。彼女は丁度中学２年生のとき日本
に来ました。当時の経験をみんなに話してもらいまし
た。当初「こんにちは」しか話せなかった彼女は、毎
日家に帰ると、インターネットで新しい表現を調べる。
→学校で使う、というサイクルで語いを増やしたそう
です。大事なのは、覚える→使うの繰り返しですね。

（訳：宮地晶子）

　こんにちは。ジェマリー・モントロと申します。フィ
リピンのセブ島から来ました。一期一会と言いますが、
東川で英語指導助手をすることは、一生に１度の経験で
す。この平和で美しい町は、緑豊かな野や息をのむ美し
い山の風景、きれいな花々が私の故郷を思い出させます。
まるで天国のようです。
　セブの大学で初等教育学の学士号を取得しました。子
どもを教えるのは、大好き。子どもたちはただただ可愛
いです。今は、第二小学校で勤務しています。
　フィリピンでは５年間インターナショナルスクールで
英語教師をしていました。さまざまな国籍の生徒に英語
を教えましたが、生徒のほとんどは日本人で３歳の子ど
もから10代の若者、最高73歳の大人までいました。

　「千と千尋の神隠し」「となりのトトロ」「崖の上の
ポニョ」などスタジオ・ジブリ映画を見るのが好きです。
ドラえもんと共に何度でも見られる映画です。ジブリ作
品は日本への興味をかきたててくれました。
　余暇には絵を描くのが好きです。東川町の美しい風景
を見て、すでに絵を描くインスピレーションを得たと思
います。

　日本で教えると決心することは、途方もないことです。
外国での１人暮らしも初めてです。この美しい町でたく
さんの思い出を作りたいと願っています。日本語は話せ
ませんが、精一杯頑張ります。それではまた。

Kumusta? How are you?　Jemarie Montolo 

Hello, my name is Jemarie T. Montolo. I'm from Cebu, Philippines. 

Ichigo Ichie. Becoming an assistant language teacher in Higashikawa is a once-in-a-lifetime 

experience. This peaceful and beautiful city reminds me of my hometown with its lush green 

fields, breathtaking  mountain scenery and  beautiful flowers. This place is like heaven. 

I got a Bachelor of Elementary Education degree from a university in Cebu. I love teaching 

children. they are just adorable. I am currently working at Nisho Elementary School.

I was an international English teacher in the Philippines for 5 years. I have taught English to 

student in different nationalities. Most of my students are Japanese, from kids (3 years old), to 

teens and adults (up to 73 years old). 

I like watching Studio Ghibli such as Spirited Away, My Neighbor Totoro, and Ponyo. It's a 

movie that you can watch over and over again alongside Doraemon. These things piqued my interest in Japan.

 I like to draw pictures in my free time. I think I already got the inspiration to paint from seeing the beautiful scenery of Higashikawa 

town. 

Deciding to teach in Japan is incredible. It is my first time to go abroad alone. I hope to create a lot of memories in this beautiful town.  I 

can't speak Japanese, but I'm doing my best. See you around. 

クムスタ？（お元気ですか）　ジェマリー・モントロ

【ちょっと豆知識】宮地晶子
　この夏町を訪れたベトナムからのお
客様もジブリが大好き。最初「ジブ
リ？ギブリ？どっち？」と聞かれ「何
の話？」となりました。「Grave of 
the Fireflies（火垂るの墓）が好き」
と言われてジブリ映画とわかりました。
早速コンビニで節子のサクマ式ドロッ
プスが買えるよ、と教えてあげました。
外国では半分くらいの人がギブリと発
音するようです。
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大雪山の素顔大雪山の素顔

俳　

句

俳　

句

俳　

句

大
雪
の
麓
〜
ひ
が
し
か
わ
的
観
光
イ
ズ
ム

大

地域の魅力に付加をつける
　朝晩も冷え込むことが多くなり、短い夏もあっと
いう間でしたね。気付けば稲刈りも終盤に差し掛か
っており、今年は好天にも恵まれ良質なお米が収穫
されているようで、すっかり季節は秋ですね。秋と
いえば、大雪山は「日本一早い紅葉」でも有名です。
例年この時期が大雪山の観光のピークとなっていま
す。今年はとくにコロナによる法的規制も緩和され
ていることから、たくさんの人で賑わっており、本
州方面からの大型バスによる旭岳の姿見散策ガイド
ツアーもひっきりなしに予約が入っています。大雪
山国立公園の自然の雄大さはもちろんですが、やは
りみなさん「日本一早い紅葉」を目当てに訪れる人
が多いのも特徴です。
　さてこの「日本一早い」というキーワードですが、
旅行会社などがツアーを組むときに、より多くのお
客さんを募集するために旅行商品名を付けるのに重
要な役割を果たしています。もちろん地元のわれわ
れも、対外的に大雪山の自然や東川町をＰＲする際
にも無意識に使っていたりすることもあるのではな
いでしょうか。「日本一早い」といったように「日
本一」がつくと、ほかにない希少なものというイメ
ージがつき、ぜひ訪れてみたくなりますね。
　このように、観光スポットやまだ知られていない
ような地域の魅力や資源を対外的に発信したり付加

価値をつけるこ
とを「地域資源
の掘り起こし」
といいます。
「日本一」とい
ったように、ほ
かにも「地域の１番（長い、短い、きれいなど）」
や、「高い⇔安い」などといった反対語の組み合わ
せ、「雪→積もる→溶ける→地下に染み込む→伏流
水になる→大地を潤す→」などといった連想やスト
ーリーなどで、その地域資源を観光資源化する価値
を付加します。旭岳の紅葉も「日本一早い」という
キャッチをつけることで、その価値が向上している
んですね。また、例年ですと９月下旬頃には旭岳も
雪が降り「『日本で一番早い』初冠雪」となります。
冬の氷まつりも「日本で一番早い冬まつり」でもあ
ります。また、「早い」の逆で、例えば、旭岳ロー
プウェイ駅舎を背に駐車場の奥にある「チシマザク
ラ」は毎年６月下旬に満開を迎え「日本一『遅く』
咲くサクラ」としてうたわれています。
　まだまだ東川町には「日本一」が眠っているかも
しれません。みなさんもぜひ探してみませんか？
（つづく）

  中 田 浩 康

見
慣
れ
た
る
町
も
愁
色
深
ま
り
ぬ

留
守
電
の
優
し
き
声
や
星
月
夜

待
ち
合
わ
せ
い
つ
も
の
か
ど
の
こ
ぼ
れ
萩

見
送
る
は
穏
や
か
な
ひ
と
法
師
蝉

美
瑛
の
丘
刈
る
直
前
の
麦
嵐

夏
陽
射
し
ハ
ウ
ス
の
中
は
宝
石
箱

秋
の
蝶
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
ま
だ
飛
べ
る

稲
穂
波
倭
し
う
る
わ
し
目
の
前
に

草
ふ
め
ば
バ
ッ
タ
飛
ぶ
飛
ぶ
軽
や
か
に

秋
の
蝶
何
度
も
さ
よ
う
な
ら
を
す
る

道
の
辺
の
千
草
の
影
絵
秋
日
和

杉　

山　

り　

つ

高　

瀬　
　
　

潤

三　

島　
　
　

智

若　

田　
　
　

郁

佐
々
木　

り　

え

本　

田　
　
　

咲

こ
ば
や
し　

星
来

斎　

藤　

夕　

桜

山　

内　

み　

ゆ

八　

田　

昌　

代

石　

澤　

清　

宏

東
川
町
ヌ
タ
ッ
プ
吟
社

本
田
☎
82-

３
９
５
２

一
緒
に
俳
句
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

〜
み
ん
な
が
先
生
で
み
ん
な
が
生
徒
〜

　

月
１
回
、
自
由
で
開
か
れ
た
句
会
を
開
催
し
、
俳
句
を

心
か
ら
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

１
２
０
年
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ

アクティビティ提供専門ショップ「HAC」
㈲アグリテック代表
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無料法律相談
10月27日㈭

午後１時～午後５時

無料法律相談
10月27日㈭

午後１時～午後５時

無料法律相談
10月27日㈭

午後１時～午後５時
森山大樹法律事務所（東町会館２階、完全予約制）

予約・お問合せは14日㈮まで
（役場企画総務課総務室）

固定資産税
第３期 納期限

10月31日㈪
固定資産税
第３期 納期限

10月31日㈪
固定資産税
第３期 納期限

10月31日㈪
納付相談は随時受付

役場１階、税務定住課４番窓口

　
父
拓也

　
母
由紀

　
町内会
15

お 誕 生
生まれた子
海老原　木乃実
      えびはら　　   こ の み

　
（前月比＋
（前月比＋
（前月比±
（前月比＋

　
8,532人
3,983人
4,549人
4,181戸

2人
6人
39人
25人
0人

　
10人）
10人）
0人）
12戸）

人口・世帯数　8月末日現在
人　口／
　男　／
　女　／
世帯数／
出　生／
死　亡／
転　入／
転　出／
その他／

　　
町内会
新栄
11区
東町2丁目
11区

歳
おくやみ
亡き人
保科　竹男
丸谷　榮子
折原　朱美
石坂　綱子

　
届出人
保科　訓子
丸谷　泰寛
折原　雄二
石坂　洋

71歳
81歳
36歳
81歳

　
町内会　
第26
北町3丁目

ご 結 婚
新郎
佐藤　響太
石屋　和浩

新婦
芹佳
亜結喜

人のうごき
8月16日～9月12日に確認できた方
（敬称略、掲載はご承諾をいただいております）

税
金
・
年
金

10
月
末
は
固
定
資
産
税
第
３
期
の
納
期
限

　

固
定
資
産
税
の
第
３
期
分
の
納
期
限

は
10
月
31
日
㈪
で
す
。
口
座
振
替
を
ご

利
用
の
方
は
、
預
貯
残
高
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
納
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
な

い
場
合
は
、
延
滞
金
の
加
算
、
督
促
状

等
の
送
付
、
滞
納
処
分
が
行
わ
れ
ま
す
。

み
な
さ
ま
に
不
利
益
と
な
り
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
口
座
振
替
（
自
動
引
き
落
と
し
）

手
続
き　

納
付
書
、
通
帳
、
金
融
機
関

　

お
届
け
印
を
持
参
の
う
え
、
納
期
限

　

の
20
営
業
日
前
ま
で
に
税
務
室
（
４

　

番
窓
口
）
か
金
融
機
関
に
申
請

▼
納
税
に
つ
い
て
の
相
談

　

納
期
限
ま
で
に
納
付
困
難
な
場
合
は
、

必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
分
割
納
付
な

ど
の
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

税
務
定
住
課 

税
務
室

　

☎
役
場 

内
線
１
２
５
・
１
２
６

国
民
年
金
は「
付
加
保
険
料
」の
納
付
も
お

す
す
め

　

国
民
年
金
は
、
毎
月
の
保
険
料
（
今

年
度
は
１
６
５
９
０
円
）
に
月
額
４
０

０
円
の
付
加
保
険
料
を
上
乗
せ
し
て
納

め
る
と
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年

金
に
付
加
年
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
加

算
さ
れ
る
付
加
年
金
額
は
「
２
０
０
円

×

付
加
保
険
料
を
納
め
た
月
数
」
で
計

算
し
ま
す
。
２
年
間
以
上
受
け
取
る
と
、

支
払
っ
た
付
加
保
険
料
以
上
の
年
金
を

受
け
取
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

旭
川
年
金
事
務
所

　

☎
27-

１
６
１
１

　

（
役
場
窓
口
：
税
務
定
住
課
）

産
前
産
後
期
間
の
国
民
年
金
保
険
料
免
除

制
度

　

次
世
代
育
成
支
援
の
観
点
か
ら
、
国

民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
が
出
産
さ
れ

た
際
、
産
前
産
後
の
国
民
年
金
保
険
料

が
一
定
期
間
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
額
に
は
、

保
険
料
の
免
除
期
間
も
保
険
料
を
納
付

し
た
も
の
と
し
て
反
映
さ
れ
ま
す
。

免
除
期
間　

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産

　

日
が
属
す
る
月
の
前
月
か
ら
４
か
月

　

間
の
国
民
年
金
保
険
料

問
合
せ　

旭
川
年
金
事
務
所

　

☎
27-

１
６
１
１

　

（
役
場
窓
口
：
税
務
定
住
課
）

く
ら
し

運
転
免
許
の
自
主
返
納
、役
場
に
臨
時
窓

口
を
開
設
し
ま
す

　

「
運
転
免
許
証
を
返
納
し
た
い
け
ど
、

警
察
署
ま
で
行
く
の
は
難
し
い
」
と
い

う
声
に
お
応
え
し
て
、
役
場
に
臨
時
窓

口
を
開
設
し
ま
す
。
免
許
証
の
代
わ
り

に
顔
写
真
入
り
の
身
分
証
明
書
と
し
て

使
え
る
「
運
転
経
歴
証
明
書
」
の
申
請

も
あ
わ
せ
て
行
え
ま
す
。※

臨
時
窓
口

は
来
春
に
も
開
設
予
定
で
す
。

日
時　

10
月
28
日
㈮
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

役
場
１
階 

ロ
ビ
ー

対
象　

東
川
町
内
に
居
住
し
て
い
る
方

▼
運
転
免
許
証
返
納
の
み
ご
希
望
の
方

持
ち
物　

運
転
免
許
証

▼
運
転
経
歴
証
明
書
も
ご
希
望
の
方

持
ち
物　

①
運
転
免
許
証
（
返
納
前
の

　

場
合
）
、
②
収
入
証
紙
１
１
０
０
円

　

分
（
役
場
会
計
課
窓
口
で
購
入
可
）
、

　

③
顔
写
真
（
縦
３
㎝×

横
２
・
４
㎝

　

に
カ
ラ
ー
印
刷
し
た
も
の
を
持
参
、

　

ま
た
は
役
場
内
の
証
明
写
真
機
で
撮

　

影
（
８
０
０
円
）
）

注
意　

▼
運
転
経
歴
証
明
書
は
後
日
発

　

行
さ
れ
ま
す
。
▼
運
転
免
許
証
が
失

　

効
し
て
い
る
場
合
は
、
他
の
身
分
証

　

明
書
（
健
康
保
険
証
な
ど
）
を
お
持

　

ち
く
だ
さ
い
。
▼
免
許
失
効
後
５
年

　

を
過
ぎ
た
方
、
取
消
処
分
を
受
け
た

　

方
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

◆
問
合
せ　

企
画
総
務
課 

総
務
室

　

☎
役
場 

内
線
２
２
２

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
受
け
取
っ
た
ら
、

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
も
ら
お
う

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
を
受

け
た
方
は
、
最
大
２
万
円
分
の
ポ
イ
ン

ト
を
申
し
込
め
ま
す
。
ス
マ
ホ
で
マ
イ

ナ
ポ
イ
ン
ト
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
れ
ば
、
簡
単
に
手
続
き
で
き
ま
す
。

（
申
込
期
限
は
来
年
２
月
ま
で
）

▼
ス
マ
ホ
で
申
し
込
み
で
き
な
い
と
き

　

役
場
で
手
続
き
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

次
の
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

持
ち
物　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
マ

　

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
申
し
込
む
決
済
サ

　

ー
ビ
ス
（
カ
ー
ド
や
ア
プ
リ
な
ど
。

　

Ｈ
Ｕ
Ｃ
は
申
込
で
き
ま
せ
ん
）
、
４

　

桁
の
パ
ス
ワ
ー
ド
、
通
帳
な
ど
口
座

　

の
わ
か
る
も
の

▼
カ
ー
ド
受
取
の
夜
間
・
休
日
窓
口

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り

や
電
子
証
明
書
の
更
新
を
で
き
る
窓
口

を
開
設
し
ま
す
。
前
日
午
後
５
時
ま
で

に
お
電
話
等
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。11
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都市建設課建設工事、委託業務の入札結果のお知らせ
入札日 契約方法等業　務　名　等 請負業者 請負価格（税込み、円）

9月8日
西５号道路改良工事 ㈱ベスト 43,670,000
西部処理区管渠新設工事（北町３丁目）２工区 花本建設㈱ 24,530,000

8月31日

岐登牛公園２号道路改良工事 花本建設㈱ 33,440,000

指名競争入札
進化台地区飲料水供給施設整備配水管布設工事 ㈱山田ポンプ商会 18,315,000
公営住宅西団地A4棟ストック総合改善工事 ㈱小岩組 31,460,000
東川サテライトオフィス群２号棟建設工事 ㈱ベスト 86,350,000

8月25日

東川サテライトオフィス群１号棟建設工事 ㈱小岩組 86,680,000
公営住宅公園団地３・４号棟通路整備工事 ㈱ベスト 3,080,000
東雲飲料水供給施設整備さく井工事 大地コンサルタント㈱ 15,070,000

後期集団健診（特定健診・がん検診・後期高齢者健診）のお知らせ　  　 保健福祉課
旭川がん検診センター
（保健福祉センターからバスで送迎）

保健福祉センター
（実施医療機関：旭川厚生病院）会 場

チラシの申込用紙か、電話・FAXで保健福祉課 保健指導室（役場☎内線505~508）へ申 込 方 法

今月号広報と一緒に配布されたチラシをご覧ください。検査項目・料金

●特定健診
特定健診受診券をお持ちの
①30歳～74歳の町民で、大雪地区広域連合国民健康保険加入者  
②40歳～74歳の町民で、①以外の医療保険加入の扶養家族および協会健保本人
　（受けられる健診機関を、事業主などに事前にご確認下さい）

●がん検診…30歳以上の町民（来年３月31日時点での年齢）
　※子宮頸（けい）がん検診は20歳以上の女性町民

対 象 者

●後期高齢者健診…75歳以上の町民（65歳以上の後期高齢者医療保険加入者も含む）

11月17日㈭･18日㈮･21日㈪
各日7：00-9：30（30分ごと受付）

10月26日㈬、12月６日㈫
7：45分集合（8：00出発）日 時

定員になり次第締め切り申 込 期 間

そ の 他 ・特定健診は、健診当日に特定健診受診券・健康保険証・健診料金が必要です。
・後期高齢者健診は、健康保険証が必要です。

（
予
約
が
無
い
場
合
は
開
設
し
ま
せ
ん
）

日
時　

①
10
月
13
日
㈭
午
後
５
時
15
分

　

〜
同
８
時
、
②
10
月
22
日
㈯
午
前
９

　

時
〜
正
午

場
所　

役
場
１
階 
税
務
定
住
課

注
意　

▼
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許

　

証
や
健
康
保
険
証
）
を
ご
持
参
く
だ

　

さ
い　

▼
手
続
き
に
は
１
人
20
分
ほ

　

ど
か
か
り
ま
す　

▼
15
歳
未
満
の
方

　

は
要
保
護
者
同
伴

◆
問
合
せ　

税
務
定
住
課 

住
民
室

　

☎
役
場 

内
線
１
１
２
・
１
１
３

健
康
・
福
祉

１
日
行
政
相
談
所
の
開
設

　

行
政
相
談
員
は
、
み
な
さ
ま
の
身
近

な
相
談
相
手
と
し
て
相
談
を
受
け
、
助

言
や
関
係
行
政
機
関
へ
の
通
知
を
行
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
社
会
的
な
信
望

が
あ
り
、
行
政
運
営
の
改
善
に
理
解
と

熱
意
の
あ
る
民
間
有
識
者
の
中
か
ら
総

務
大
臣
が
委
嘱
し
ま
す
。
道
路
、
交
通

安
全
、
雇
用
、
そ
の
他
の
行
政
全
般
に

つ
い
て
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

旭
川
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

で
は
、
10
月
17
日
㈪
〜
23
日
㈰
の
「
行

政
相
談
週
間
」
の
一
環
と
し
て
、
行
政

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
時　

10
月
20
日
㈭
午
後
１
時
半
〜
同

　

４
時

場
所　

東
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

行
政
相
談
員　

盛
永 

小
夜
子

問
合
せ　

企
画
総
務
課 

総
務
室

　

☎
役
場 

内
線
２
２
２

子
育
て
・
教
育

子
育
て
講
演
会

　

楽
し
く
子
育
て
を
す
る
た
め
に
、
み

な
さ
ん
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
今
回

は
親
子
で
絵
本
に
触
れ
合
い
、
豊
か
な

心
を
育
む
講
演
会
で
す
。

内
容　

「
絵
本
で
育
つ　

心
と
か
ら
だ
」

講
師　

土
井
美
千
代
さ
ん
（
こ
ど
も
富

　

貴
堂
）

日
時　

10
月
６
日
㈭
午
前
10
時
〜
同
11

　

時
半

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象　

ど
な
た
で
も
（
10
組
程
度
、
親

　

子
で
参
加
可
、
10
月
３
日
よ
り
受
付
）

申
込
先　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
82-

５
１
０
０

０
歳
児
開
放
日「
よ
ち
よ
ち
」

　

乳
児
が
安
心
し
て
遊
べ
る
場
所
を
お

探
し
の
み
な
さ
ん
。
親
子
で
楽
し
く
遊

び
な
が
ら
、
お
友
だ
ち
を
作
り
ま
せ
ん

か
？
ご
兄
弟
も
一
緒
に
ど
う
ぞ
。

日
時
・
内
容　

各
日
午
前
10
時
〜
正
午

　

▼
10
月
13
日
㈭
：
自
由
開
放
、
運
動

　

遊
び
、
絵
本
読
み
聞
か
せ

　

▼
27
日
㈭
：
乳
幼
児
の
病
気
に
つ
い

　

て
（
講
師
：
幼
児
セ
ン
タ
ー
看
護
師
）

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象　

０
歳
児
と
保
護
者
（
定
員
な
し
）

12
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人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

◆
東
川
町
（
８
月
１
日
付
）

【
課
長
級
】

▼
企
画
総
務
課 

主
幹
（
同 

室
長
）

　

佐
々
木
幸
代

▼
産
業
振
興
課 

主
幹
（
同 

室
長
）

　

工
藤
和
博

【
室
長
級
】

▼
産
業
振
興
課 

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

　

・
室
長
（
同 

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

　

松
坂
志
保

◆
東
川
町
（
９
月
１
日
付
）

【
新
採
用
】

▼
産
業
振
興
課 

農
林
業
振
興 

主

　

査 

嘉
村
安
晃

▼
都
市
建
設
課 

公
共
施
設
管
理

　

室 

主
査 

一
井
裕
史

▼
保
健
福
祉
課 

重
層
的
支
援
体

　

制
準
備
室 

主
査 

大
野
舞
子

▼
産
業
振
興
課 

商
工
観
光
振
興

　

室 

主
事 

脇
本
奈
絵

▼
保
健
福
祉
課 

社
会
福
祉
室 

主

　

事 

宗
原
弘
周

◆
東
川
町
教
育
委
員
会

　

（
９
月
１
日
付
）

【
新
採
用
】

▼
生
涯
学
習
推
進
課 

地
域
交
流

　

セ
ン
タ
ー 

主
査 

岩
部
貴
裕

問
合
せ　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
82-
５
１
０
０

親
子
遊
び
の
体
験
教
室

　

親
子
で
一
緒
に
、
い
ろ
い
ろ
な
遊
び

を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

▼
小
麦
粉
粘
土
で
遊
ぼ
う

日
時　

10
月
20
日
㈭
午
前
10
時
〜
同
11

　

時
半

対
象　

１
〜
２
歳
児
と
保
護
者
（
10
組

　

程
度
、
10
月
３
日
よ
り
受
付
）

▼
１
歳
手
作
り
玩
具
作
り

内
容　

ス
ズ
ラ
ン
テ
ー
プ
と
ペ
ッ
ト
ボ

　

ト
ル
を
使
っ
て
玩
具
を
作
り
ま
す
。

日
時　

11
月
４
日
㈮
午
前
10
時
〜
同
11

　

時
半

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象　

１
歳
児
と
保
護
者
（
10
組
程
度
、

　

10
月
３
日
よ
り
受
付
）

◆
共
通
事
項

申
込
先　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
82-

５
１
０
０

イ
ベ
ン
ト

デ
ザ
イ
ン
ス
ク
ー
ル
特
別
編
⑮

　

「
椅
子
の
日
に
、
椅
子
の
お
話
」
第

15
弾
は
、
ハ
ン
ス
・
ウ
ェ
グ
ナ
ー
が
中

国
・
明
時
代
の
椅
子
に
着
目
・
改
良
し

た
「
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
チ
ェ
ア
」
か
ら
、

「
リ
デ
ザ
イ
ン
」
の
物
語
に
迫
り
ま
す
。

講
師　

織
田
憲
嗣
氏

日
時　

10
月
14
日
㈮
午
後
６
時
半
〜
同

　

７
時
半

場
所　

せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ
Ⅱ 

多
目
的
室

定
員　

20
名
（
無
料
、
先
着
順
）

申
込
締
切　

10
月
13
日
㈭
午
後
５
時

申
込
先　

文
化
交
流
課 

文
化
推
進
室

　

☎
役
場 

内
線
７
６
４

　

designschool.higashikawa@gmail.com

札
幌
出
入
国
在
留
管
理
局
職
員
に
よ
る
無
料

相
談
会

　

在
留
資
格
申
請
や
そ
の
他
の
手
続
き
な

ど
に
つ
い
て
、
ど
な
た
で
も
相
談
で
き
ま

す
。
（
予
約
不
要
、
無
料
）

日
時　

10
月
21
日
㈮
午
後
１
時
半
〜
同
５
時

場
所　

せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ
Ⅰ 

多
文
化
共
生
室

問
合
せ　

東
川
日
本
語
学
校 

多
文
化
共

　

生
室　

☎
74-

６
８
１
５

町
内
団
体
か
ら

東
川
子
育
て
応
援
サ
ロ
ン 

く
ら
し
の
森

　

子
育
て
、
１
人
で
頑
張
り
す
ぎ
て
い
ま

せ
ん
か
？
子
育
て
の
悩
み
や
頑
張
り
を
共

有
し
な
が
ら
、
一
緒
に
子
育
て
を
楽
し
み
、

成
長
し
合
え
る
日
々
を
応
援
す
る
サ
ロ
ン

で
す
。
（
無
料
、
申
込
不
要
）

日
時
・
場
所　

各
日
午
前
10
時
〜
正
午

　

①
10
月
５
日
㈬
：
羽
衣
公
園
を
親
子
で

　

散
策
、
②
10
月
17
日
㈪
：
改
善
セ
ン
タ

　

ー
和
室

問
合
せ　

く
ら
し
の
森
（
大
雪
山
自
然
学

　

校
内
）
☎
82-

６
５
０
０

大
人
も
愉
し
む
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
の
会

　

カ
タ
ン
、
ブ
ロ
ッ
ク
ス
、
オ
セ
ロ
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で
一

緒
に
遊
び
ま
せ
ん
か
？
お
す
す
め
ボ
ド

ゲ
の
持
ち
込
み
も
Ｏ
Ｋ
！
初
め
て
の
方

も
経
験
者
も
大
歓
迎
で
す
。

日
時　

10
月
８
日
㈯
・
21
日
㈮
各
日
午

　

後
５
時
半
〜
同
７
時

場
所　

せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ
Ⅱ 

体
験
室

参
加
料　

無
料
（
申
込
不
要
）

問
合
せ　

東
川
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
の
会

　

higashikawabodoge@gmail.com

国
際
吃
音
啓
発
の
日　

ス
ペ
シ
ャ
ル
ト
ー

ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

　

10
月
22
日
は
国
際
吃
音
啓
発
の
日
で

す
。
吃
音
（
き
つ
お
ん
）
と
は
言
葉
が

つ
か
え
て
流
暢
（
り
ゅ
う
ち
ょ
う
）
に

話
す
こ
と
が
で
き
な
い
障
が
い
で
、
お

よ
そ
１
０
０
人
に
１
人
い
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
多
く
の
方
に
吃
音
の
世
界

を
知
っ
て
ほ
し
い
と
の
願
い
か
ら
、
吃

音
当
事
者
の
野
球
選
手
と
言
語
聴
覚
士

（
言
語
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援

の
専
門
家
）
が
本
音
で
語
り
合
い
ま
す
。

語
り
手　

阿
部
勇
司
氏
（
富
良
野
ブ
ル

　

ー
リ
ッ
ジ
選
手
）
、
熊
田
広
樹
（
旭

　

川
大
学
短
期
大
学
部
幼
児
教
育
学
科

　

准
教
授
）

日
時　

10
月
10
日
㈪
㊗
午
後
１
時
半
〜

　

同
３
時

場
所　

せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ
Ⅱ 

多
目
的
室

定
員　

20
名
（
無
料
、
要
申
込
）

問
合
せ　

熊
田

　

kumatahrk@live.asahikawa-u.ac.jp

東
川
親
の
会 

木
洩
れ
陽
サ
ロ
ン

　

こ
だ
わ
り
や
特
性
の
強
さ
か
ら
、
注

意
が
多
く
な
り
が
ち…

。
褒
め
る
事
の

大
事
さ
は
分
か
っ
て
い
て
も
、
難
し
さ

を
感
じ
る
場
面
や
、
声
掛
け
に
つ
い
て

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
な
が
ら
一
緒

に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　

10
月
21
日
㈮
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー　

か

　

た
く
り
（
東
町
４
丁
目
15-

12
）

参
加
料　

３
０
０
円
（
要
申
込
。
小
学

　

生
以
上
の
子
同
伴
は
５
０
０
円
）

問
合
せ　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
検
定

　

指
導
者
・
白
井
ち
よ

　

chibichanhanachan@gmail.com

「
健
康
と
く
ら
し
の
調
査
」を
行
い
ま
す

　

こ
の
調
査
は
、
介
護
保
険
法
に
基
づ

き
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
（
令
和

６
年
度
〜
）
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、

介
護
需
要
の
予
測
、
介
護
状
態
に
な
る

前
の
高
齢
者
の
介
護
リ
ス
ク
、
社
会
参

加
状
況
な
ど
を
調
べ
る
も
の
で
す
。

　

対
象
者
に
次
の
期
間
で
調
査
用
紙
を

送
付
し
ま
す
。
受
け
取
っ
た
方
は
回
答

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間　

11
月
上
旬
〜
下
旬
（
予
定
）

対
象　

９
月
30
日
現
在
で
65
歳
以
上
か

　

つ
要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
を
受
け

　

て
い
な
い
方

実
施
主
体　

大
雪
地
区
広
域
連
合
（
調

▲申込はこ
　ちらから

13
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北海道最低賃金の改定北海道最低賃金の改定北海道最低賃金の改定

○道内の事業所で働く全ての労働者とその
　使用者に適用されます。
○最低賃金には、精皆勤手当、通勤手当、
　家族手当、臨時に支払われる賃金および
　時間外等割増賃金は参入されません。
○特定の産業(※)で働く方には、北海道の
　特定(産業別)最低賃金が適用されます。

※ 「 処理牛乳・乳飲料、乳製品、糖類製造業」
　「鉄鋼業」「電子部品・デバイス・電子回路、
　電気機械器具、情報通信機械器具製造業」「船
　舶製造・修理業、船体ブロック製造業」

厚生労働省北海道労働局労働基準監督署
（支署）

時間額  920円  
（10月2日から）

時間額  920円  
（10月2日から）

時間額  920円  
（10月2日から）

　

査
受
託
業
者
：
（
一
社
）
日
本
老
年

　

学
的
評
価
研
究
機
構
）

問
合
せ　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー　

☎
０
１

　

２
０-

９
０
０-
６
７
８
、
大
雪
地

　

区
広
域
連
合　

☎
82-
３
６
９
７

町
外
団
体
か
ら

秋
の
火
災
予
防
運
動

　

10
月
15
日
㈯
〜
31
日
㈪
は
『
お
出
か

け
は 

マ
ス
ク
戸
締
り 

火
の
用
心
』
を

統
一
標
語
と
し
、
全
道
一
斉
に
秋
の
火

災
予
防
運
動
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

の
時
期
は
、
朝
夕
の
冷
え
込
み
で
ス
ト

ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器
具
を
使
用
す
る
こ

と
が
多
く
な
り
ま
す
。
使
用
の
際
に
は

次
の
よ
う
な
こ
と
に
十
分
注
意
し
、
火

事
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
暖
房
器
具
使
用
の
注
意

①
使
用
前
に
必
ず
点
検
・
整
備
！

②
カ
ー
テ
ン
な
ど
の
燃
え
や
す
い
物
の

　

近
く
や
、
物
が
落
下
す
る
場
所
で
の

　

使
用
は
や
め
ま
し
ょ
う

③
火
を
つ
け
た
ま
ま
の
給
油
や
移
動
は

　

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う

④
外
出
・
就
寝
時
な
ど
に
は
、
完
全
に

　

消
火
し
た
こ
と
を
確
認
！

⑤
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
式
の
灯
油
ス
ト
ー
ブ

　

は
、
燃
料
タ
ン
ク
の
ふ
た
を
完
全
に

　

閉
め
ま
し
ょ
う

※

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
ま
だ
設
置
し

　

て
な
い
お
宅
は
早
急
な
設
置
を
、
す

　

で
に
設
置
済
み
の
場
合
は
定
期
的
な

　

点
検
と
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

火
災
予
防
運
動
期
間
中
、
消
防
団
員

　

が
み
な
さ
ん
の
お
宅
を
訪
問
し
、
防

　

火
を
呼
び
掛
け
ま
す
。
ご
協
力
を
お

　

願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

大
雪
消
防
組
合
東
消
防
署

　

☎
83-

０
１
１
９

【
季
節
労
働
者
対
象
】無
料
で
資
格
取
得
で

き
る
技
能
講
習

　

季
節
労
働
者
の
方
を
対
象
に
、
通
年

雇
用
を
目
指
し
て
資
格
を
取
得
で
き
る

技
能
講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

講
習
科
目　

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
、
小

型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
、
玉
掛
け
、
高

所
作
業
車
、
不
整
地
運
搬
車
、
ガ
ス

溶
接
、
車
両
系
建
設
機
械
（
整
地

等
）
・
（
解
体
用
）
、
ガ
ス
溶
接
、

足
場
組
立
等
作
業
主
任
者
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
工
作
物
解
体
作
業
主
任
者
、

フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
特
別
教
育
、
足
場
組

立
特
別
教
育
な
ど

講
習
期
間　

10
月
〜
来
年
３
月
ま
で
毎

　

月
実
施
、
各
講
習
１
〜
４
日
間

受
講
料　

無
料
（
科
目
ご
と
に
定
員
有
）

募
集
期
間　

講
習
実
施
日
ご
と
に
締
切

　

あ
り
。
来
年
３
月
３
日
㈮
ま
で

必
要
書
類　

短
期
雇
用
特
例
被
保
険
者

　

証
（
写
し
可
）
、
運
転
免
許
証
、
既

　

取
得
技
能
講
習
修
了
証

申
込
先　

上
川
中
部
季
節
労
働
者
通
年

　

雇
用
促
進
協
議
会
（
旭
川
市
役
所
第

　

三
庁
舎
３
Ｆ
旭
川
市
経
済
部
経
済
総

　

務
課
）
☎
26-

３
６
０
１
（
平
日

　

午
前
８
時
45
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

自
衛
官
候
補
生
の
募
集

　

次
の
日
程
で
募
集
し
ま
す
。
旭
川
駐

屯
地
に
あ
る
志
願
票
に
記
入
し
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
、
採
用

　

予
定
月
の
１
日
現
在
で
18
歳
以
上
33

　

歳
未
満
の
男
女
（
通
年
受
付
）

試
験
日　

10
月
16
日
㈰
・
17
日
㈪
の
ど

　

ち
ら
か
１
日

試
験
会
場　

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地

　

（
旭
川
市
春
光
町
）

問
合
せ　

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部 

　

南
地
区
隊　

☎
55-

０
１
０
０

障
が
い
者
の
訓
練
生
を
募
集

　

障
が
い
を
お
持
ち
で
求
職
中
の
方
を

対
象
に
、
２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
度

の
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

訓
練
科
目　

建
築
デ
ザ
イ
ン
科
、
Ｃ
Ａ

　

Ｄ
機
械
科
、
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
科
、
プ

　

ロ
グ
ラ
ム
設
計
科
、
総
合
実
務
科

願
書
受
付　

10
月
21
日
㈮
ま
で

選
考
試
験　

11
月
７
日
㈪

試
験
内
容　

数
学
、
国
語
、
面
接

試
験
会
場
・
問
合
せ　

北
海
道
障
害

者
職
業
能
力
開
発
校
（
砂
川
市
焼

山
60
）
☎
０
１
２
５-

52-

２
７

７
４　

ま
た
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

ニ
ュ
ー
ス

１
人
と
８
法
人
を
善
行
表
彰

　

９
月
９
日
、
第
３
回
町
議
会
議
場
に

て
、
町
表
彰
条
例
に
基
づ
き
町
に
多
大

な
寄
付
を
い
た
だ
い
た
次
の
み
な
さ
ま

を
善
行
表
彰
し
ま
し
た
。

▼
個
人
：
高
喜
久
雄
さ
ん
（
旭
川
市
）

▼
団
体
（
寄
付
日
順
）
：
㈱
小
岩
組

（
東
町
４
、
小
岩
昭
市
社
長
）
、
㈱
竹

村
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
東
京
都
、
今

福
浩
之
社
長
）
、
旭
川
信
用
金
庫
（
旭

川
市
、
原
田
直
彦
理
事
長
）
、
花
本
建

設
㈱
（
旭
川
市
、
花
本
金
行
社
長
）
、

Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
社
会
保
険
労
務
士
法
人
（
札

幌
市
、
佐
藤
良
男
社
長
）
、
浅
海
電
気

㈱
（
大
阪
府
、
早
坂
稔
社
長
）
、
西
山

坂
田
電
気
㈱
（
旭
川
市
、
西
山
陽
一
会

長
）
、
㈱
モ
ン
ベ
ル
（
大
阪
府
、
辰
野

勇
会
長
）

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

盛
永
組
が
歩
道
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
除
草

　

７
月
21
日
、
盛
永
組
（
盛
永
喜
之
社

長
）
が
、
雑
草
の
刈
り
取
り
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。
９
年
目
と
な
る

今
年
も
、
西
４
号
道
路
（
北
５
〜
７
線

間
）
、
西
６
号
道
路
（
基
線
〜
北
１
線

間
）
、
西
８
号
道
路
（
東
西
線
〜
東
神

▲左手前から原田理事長、西山会長、高氏。左奥か
ら花本社長、モンベル大雪ひがしかわ店・田中尚人
店長、ＳＡＴＯ社会保険労務士法人 東川ファクト
リー・小山保典氏。このほかの皆様へは後日伝達。
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橋
間
）
、
東
西
線
道
路
（
西
５
〜
８
号

間
）
の
広
範
囲
に
わ
た
り
、
歩
道
縁
石

に
生
え
た
雑
草
を
綺
麗
に
刈
り
取
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

山
地
さ
ん
よ
り
ウ
ク
ラ
イ
ナ
な
ど
の
絵
画

24
点
寄
贈

　

９
月
２
日
、
山
地
克
紀
さ
ん
（
㈱
北

海
道
ア
ー
ト
ア
ド
バ
イ
ス
経
営
）
よ
り
、

８
月
７
日
〜
30
日
に
せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ
Ⅱ

で
開
催
し
て
い
た
『
ウ
ク
ラ
イ
ナ
絵
画

展
』
の
絵
画
24
点
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま

４
社
よ
り
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

　

次
の
４
社
よ
り
、
町
に
多
額
の
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
（
寄
付
）
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

し
た
。
作
品
は
、
画
家
：
テ
ゥ
ル
チ
ェ

ン
コ
・
ユ
リ
ア
ナ
８
点
、
版
画
家
：
デ

ニ
セ
ン
コ
・
オ
レ
グ
２
点
、
ほ
か
ウ
ク

ラ
イ
ナ
作
家
５
点
、
東
欧
作
家
９
点
で
、

人
を
惹
き
付
け
る
味
わ
い
深
い
も
の
ば

か
り
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
町
民
の
皆
さ

ん
に
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
、
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
山
地
さ
ん
は
、
９
月

16
日
に
自
宅
を
増
築
し
て
ギ
ャ
ラ
リ

ー
・
ル
ー
ジ
ュ
（
南
町
２
）
を
オ
ー
プ

ン
。
最
近
発
見
さ
れ
た
竹
久
夢
二
の
作

品
も
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
必
見
で
す
。

朝
日
生
命
保
険
よ
り
車
椅
子
２
台
寄
贈

　

９
月
５
日
、
朝
日
生
命
保
険
相
互
会

社
（
嘉
藤
智
紀
旭
川
支
社
長
）
よ
り
、

車
椅
子
２
台
の
寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。

同
社
は
、
来
年
３
月
に
迎
え
る
創
業
１

３
５
周
年
と
、
同
社
商
品
「
あ
ん
し
ん

介
護
」
の
発
売
10
年
目
を
記
念
し
、
２

つ
の
感
謝
を
込
め
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し

て
全
国
の
支
社
・
営
業
所
を
通
じ
て
寄

贈
先
を
選
定
し
て
お
り
、
東
川
町
が
そ

の
１
つ
と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。
寄
贈

い
た
だ
い
た
車
椅
子
の
う
ち
１
台
は
、

ヤ
マ
ハ
発
動
機
㈱
製
の
介
護
者
に
も
利

用
者
に
も
優
し
い
「
ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
ケ
ア
」
の
高
機
能
な
簡
易
型
電
動
車

椅
子
。
〝
単
な
る
移
動
目
的
で
は
な
く
、

移
動
先
で
何
を
す
る
か
。
観
光
や
買
い

物
な
ど
「
行
き
た
い
時
に
行
き
た
い
所

へ
。
」
世
界
を
広
げ
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
〞

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
商
品
で
す
。
こ

れ
ら
の
車
椅
子
は
、
公
共
施
設
に
配
置

し
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

３
社
と
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
協
定
、

買
い
物
困
難
者
問
題
解
決
に
向
け
連
携

　

８
月
23
日
、
新
た
に
３
社
と
オ
フ
ィ

シ
ャ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。
こ
の
制
度
は
東
川
町
と
企
業
が

パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
り
、
地
方
や
日
本
、

世
界
の
未
来
を
育
む
社
会
価
値
の
「
共

創
」
を
目
指
す
本
町
の
特
徴
的
な
取
り

組
み
で
す
。

　

今
回
協
定
を
結
ん
だ
の
は
、
セ
イ
ノ

ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
（
岐
阜
県
、

田
口
義
隆
代
表
取
締
役
社
長
）
、
㈱
電

通
北
海
道
（
札
幌
市
、
沖
津
充
男
代
表

取
締
役
社
長
執
行
役
員
）
、
㈱
エ
ア
ロ

ネ
ク
ス
ト
（
東
京
都
、
田
路
圭
輔
代
表

取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
。
こ
れ
に
よ
り
パ
ー

ト
ナ
ー
企
業
は
34
社
と
な
り
ま
し
た
。

町
は
こ
の
３
社
と
連
携
し
、
物
流
用
ド

ロ
ー
ン
を
活
用
し
て
将
来
的
な
買
い
物

困
難
者
問
題
へ
の
対
応
や
、
町
民
生
活

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

▲山地克紀さん（左）、妻・富美子さん（右）

▲８月24日：ＴＴＫHD㈱（東京都、六車徹代表取締
役社長＝写真右＝／町パートナー企業）

▲８月30日：㈱ＣｔｏＣグループ（旭川市、落合博
志代表取締役会長＝写真左＝）

▲８月31日：㈱大和（旭川市、佐藤隆政代表取締役＝写真中
央＝、礼子夫人＝同左＝）

▲９月12日：㈱ハルキ（森町、春木真一代表取締役＝写真中
央＝）／町をご紹介いただいたエノ産業㈱（北町10）・小関
正敏社長と共に

▲左から朝日生命保険(相)旭川営業所長・齊藤義
徳氏、同支所長・中竹しおり氏、同旭川支社長・嘉
藤智紀氏15

Higashikawa 2022.10



く 

ら 

し 

の 

情 

報  In
fo

rm
a

tio
n

 o
f L

iv
in

g
の
利
便
性
向
上
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

連
携
事
業
と
し
て
、
ま
ず
は
８
月
29

日
・
30
日
、
町
内
で
ド
ロ
ー
ン
物
流
の

実
証
実
験
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
実
験

で
は
、
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
問
題
（
配

送
の
最
終
拠
点
か
ら
顧
客
ま
で
配
送
す

る
人
材
不
足
や
コ
ス
ト
問
題
な
ど
）
を
、

ド
ロ
ー
ン
と
車
両
配
送
の
組
み
合
わ
せ

で
解
決
す
る
「
新
ス
マ
ー
ト
物
流
」
の

技
術
を
活
用
。
箱
詰
め
さ
れ
た
野
菜
や

町
内
飲
食
店
の
カ
レ
ー
を
実
際
に
運
び

ま
し
た
。
今
後
、
こ
う
し
た
新
し
い
形

の
物
流
も
検
討
し
な
が
ら
、
よ
り
住
み

や
す
い
町
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

青
山
メ
デ
ィ
カ
ル
Ｇ
と
パ
ー
ト
ナ
ー
協
定

　

８
月
30
日
に
町
と
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
パ

ー
ト
ナ
ー
協
定
（
35
社
目
）
を
締
結
し

た
青
山
メ
デ
ィ
カ
ル
グ
ル
ー
プ
は
、
介

護
・
福
祉
・
医
療
・
海
外
人
材
な
ど
を

展
開
す
る
グ
ル
ー
プ
企
業
。
同
社
と
は
、

日
本
語
教
育
を
は
じ
め
と
し
た
国
際

人
材
の
育
成
や
、
留
学
生
の
出
口
対
策

（
就
職
先
の
あ
っ
せ
ん
な
ど
）
で
連
携

し
て
い
き
ま
す
。

明
治
安
田
生
命
が
地
域
で
健
康
増
進
講
座

　

８
月
30
日
〜
９
月
２
日
の
４
日
間
、

各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
で
行
わ

れ
て
い
る
「
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
」
に

て
、
町
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー

で
あ
る
明
治
安
田
生
命
保
険
（
相
）
旭

川
支
社
が
健
康
増
進
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
し
た
。
『
よ
い
睡
眠
と
れ
て
い
ま

す
か
？
』
と
題
し
た
講
座
で
は
、
寝
具

や
寝
室
の
環
境
を
ア
ド
バ
イ
ス
。
お
悩

み
の
解
決
方
法
と
し
て
は
、
①
夜
中
に

目
が
覚
め
る…

↓
水
分
を
と
る
タ
イ
ミ

ン
グ
に
気
を
付
け
た
り
、
深
酒
を
し
な

い
こ
と
。
起
き
た
時
に
時
計
を
見
な
い

よ
う
に
す
る
と
良
い
。
②
な
か
な
か
寝

付
け
な
い…

↓
眠
る
事
だ
け
に
集
中
し

た
り
、
眠
気
が
き
て
か
ら
布
団
に
入

る
べ
し
。
③
朝
早
く
目
が
覚
め
て
し
ま

う…

↓
目
覚
め
た
時
に
日
光
を
浴
び
な

い
よ
う
に
し
た
り
、
夕
方
に
散
歩
し
て

日
光
を
浴
び
よ
う
、
な
ど
の
快
眠
テ
ク

ニ
ッ
ク
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

血
管
年
齢
の
測
定
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の

方
が
実
年
齢
と
比
較
し
て
若
い
血
管
で
、

「
血
管
元
気
で
す
ね
〜
」
の
言
葉
に
喜

ば
れ
て
い
ま
し
た
。
「
い
き
い
き
セ
ン

タ
ー
」
は
、
65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に

脳
ト
レ
（
頭
の
体
操
）
や
軽
い
運
動
な

ど
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
興
味
の
あ

る
方
は
東
川
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎

82-

７
５
０
５
）
へ
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

今
年
も
う
ま
い
！
「
東
川
米
」
初
検
査
式

　

９
月
７
日
、
東
川
町
農
協
玄
米
セ
ン

タ
ー
（
西
３
号
北
31
）
に
て
、
令
和
４

年
産
の
東
川
米
初
検
査
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
〔
主
催
：
東
川
町
米
麦
改
良
協

会
・
JA
ひ
が
し
か
わ
〕

　

今
年
の
第
一
号
検
査
は
、
高
橋
農
園

㈱
（
15
区
、
高
橋
豊
社
長
）
が
８
月
末

に
収
穫
し
た
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
２
ト
ン
。

水
分
含
有
率
15
％
、
整
粒
歩
合
81
％

の
一
等
格
と
評
価
さ
れ
、
タ
ン
パ
ク
値

も
６
・
３
％
と
低
く
、
「
東
川
米
」
品

位
仕
分
基
準
で
最
高
品
質
の
〝
プ
レ
ミ

ア
ム
（
Ｐ
）
〞
と
判
定
さ
れ
ま
し
た
。

「
甘
み
が
強
く
、
ツ
ヤ
の
あ
る
炊
き
あ

が
り
が
期
待
で
き
る
」
と
評
価
さ
れ
た

今
年
の
東
川
米
を
、
み
な
さ
ん
の
ご
家

庭
で
も
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
！

神
饌
田
刈
入
れ
、
抜
穂
祭

　

９
月
８
日
、
北
海
道
神
宮
唯
一
の
神

饌
田
（
し
ん
せ
ん
で
ん
）
＝
東
２
号
北

１
、
三
田
和
幸
さ
ん
圃
（
ほ
）
場
＝
に

て
、
第
44
回
目
の
抜
穂
祭
（
ぬ
い
ぼ
さ

い
）
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
夏
を
思
わ

せ
る
よ
う
な
秋
晴
れ
の
も
と
、
早
乙
女

12
人
が
み
ず
ほ
コ
ー
ラ
ス
の
歌
う
「
稲

刈
り
唄
」
に
合
わ
せ
て
鎌
を
振
る
い
、

黄
金
色
の
稲
穂
を
介
助
役
に
渡
し
て
束

に
し
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
新
米
「
ゆ

め
ぴ
り
か
」
は
、
北
海
道
神
宮
の
新
嘗

祭
（
に
い
な
め
さ
い
）
で
神
前
に
奉
納

さ
れ
、
１
年
間
毎
日
供
さ
れ
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

馬
頭
琴
×
琴
の
初
コ
ラ
ボ

　

８
月
20
日
、
せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ
Ⅰ
で

「
ア
ス
ハ
ン
馬
頭
琴
コ
ン
サ
ー
ト
in
東

川
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
〔
主
催
：

HIGASHIKAW
A

モ
ン
ゴ
ル
コ
ン
サ
ー

ト
実
行
員
会
、
後
援
：
東
川
町
（
未
来

チ
ャ
レ
ン
ジ
補
助
金
）
、
町
教
委
〕

　

東
川
で
は
お
な
じ
み
の
阿
斯
罕
（
ア

ス
ハ
ン
）
さ
ん
が
今
回
披
露
し
て
く
れ

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

▲血管年齢測定のようす

撮影：井上浩輝

▲岡田宗修代表＝写真左＝

▲左からエアロネクスト・田路氏、セイノーＨＤ・河
合秀治氏、松岡町長、電通北海道・沖津氏
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た
の
は
、
な
ん
と
日
本
の
伝
統
楽
器
・

琴
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
。
『
キ
タ

ビ
キ
の
森
』
（
作
曲
：
宮
田
耕
八
朗
）

で
本
来
は
尺
八
の
パ
ー
ト
を
ア
ス
ハ
ン

さ
ん
が
馬
頭
琴
に
ア
レ
ン
ジ
し
、
創
明

音
楽
会
・
葦
の
会
代
表
の
小
林
恵
子
さ

ん
＝
写
真
右
＝
と
共
に
奏
で
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
道
教
育
大
旭
川
校
の
教
授
・

木
村
貴
紀
さ
ん
も
ピ
ア
ノ
（
こ
ち
ら
も

弦
楽
器
の
一
種
）
が
伴
奏
す
る
場
面
も
。

親
和
性
が
あ
り
つ
つ
も
異
な
る
「
弦
」

の
音
色
が
重
な
り
、
来
場
者
は
目
を
閉

じ
て
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

コ
ン
ポ
ス
ト
で
身
近
な
こ
と
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

　

８
月
７
日
・
28
日
、
せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ

Ⅱ
で
「
台
所
か
ら
は
じ
め
よ
う
‼
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
〔
主

催
：
く
ら
し
循
環
研
究
所
、
協
力
：
町

（
未
来
チ
ャ
レ
ン
ジ
補
助
金
）
〕

　

７
日
は
、
同
研
究
所
代
表
・
河
野
明

美
さ
ん
が
地
球
環
境
問
題
に
つ
い
て
解

説
。
地
球
の
表
面
を
覆
う
温
室
効
果
ガ

ス
（
主
に
Ｃ
Ｏ
２
）
は
、
本
来
マ
イ
ナ

ス
だ
っ
た
地
球
の
平
均
気
温
を
生
物
に

適
し
た
状
態
に
保
っ
て
く
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
ゴ
ミ
の
焼
却
を
含
め
た

人
間
活
動
に
よ
り
森
や
海
が
吸
収
で
き

る
以
上
の
Ｃ
Ｏ
２
が
生
ま
れ
、
温
室
効

果
ガ
ス
が
肥
大
化
し
た
こ
と
で
大
気
が

高
温
に
。
気
温
や
海
水
温
が
上
昇
す
れ

ば
台
風
も
大
型
に
な
る
な
ど
、
そ
の
影

響
は
目
に
見
え
る
形
で
現
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
ゴ
ミ
焼
却
施
設
は
全
世
界
の

半
数
以
上
を
占
め
、
燃
や
す
ゴ
ミ
の
量

も
世
界
一
。
だ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
が

Ｃ
Ｏ
２
を
な
る
べ
く
出
さ
な
い
暮
ら
し

に
変
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

28
日
は
、
Ｌ
Ｆ
Ｃ
コ
ン
ポ
ス
ト
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
・
山
本
梨
子
さ
ん
の
講
座
。

Ｌ
Ｆ
Ｃ
と
はLocal Food Cycling

の

略
で
、
「
物
事
を
自
分
事
と
し
て
捉
え

ら
れ
る
小
さ
な
範
囲
」
で
「
土
か
ら
野

菜
を
作
り
、
ま
た
土
へ
還
す
」
暮
ら
し

の
食
循
環
の
こ
と
。
「
生
ゴ
ミ
は
水
分

が
多
い
の
で
、
乾
燥
し
た
ゴ
ミ
に
比
べ

る
と
燃
や
す
に
は
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
必
要
。
燃
や
さ
ず
に
堆
肥
化
す
れ
ば

環
境
負
荷
を
抑
え
ら
れ
ま
す
」
と
山
本

さ
ん
。
１
日
数
分
で
で
き
る
コ
ン
ポ
ス

ト
活
動
は
、
ゴ
ミ
が
徐
々
に
堆
肥
へ
と

変
わ
る
様
子
を
楽
し
ん
だ
り
、
目
に
見

え
な
い
微
生
物
に
つ
い
て
考
え
る
機
会

に
も
な
り
ま
す
。
自
分
で
作
っ
た
土
が

ま
た
食
べ
物
を
生
む
循
環
は
、
ま
さ
に

「
家
庭
内
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
＝

「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」
と
聞
く
と

何
だ
か
難
し
い
気
が
し
ま
す
が
、
こ
う

い
っ
た
小
さ
な
活
動
も
、
広
が
れ
ば
環

境
を
変
え
る
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
き

ま
す
。

　

今
回
ご
紹
介
し
た
Ｌ
Ｆ
Ｃ
コ
ン
ポ
ス

ト
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
町
で
は
大
型

コ
ン
ポ
ス
ト
の
購
入
費
助
成
を
行
っ
て

い
ま
す
。
「
地
球
の
た
め
に
、
ま
ず
は

自
分
に
で
き
る
こ
と
を
」
と
思
っ
た
ら
、

税
務
定
住
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
を
。

東
川
で
テ
ン
カ
ラ
釣
り
し
よ
う

　

９
月
３
日
・
４
日
の
２
回
、
「
東
川

テ
ン
カ
ラ
ク
ラ
ブ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
〔
主
催
：
同
倶
楽
部
、
協
力
：
町

（
未
来
チ
ャ
レ
ン
ジ
補
助
金
）
〕

　

テ
ン
カ
ラ
と
は
、
日
本
固
有
の
渓
流

で
の
毛
バ
リ
釣
り
の
こ
と
。
「
テ
ン
カ

ラ
大
王
」
と
呼
ば
れ
る
石
垣
尚
男
さ
ん

が
テ
ン
カ
ラ
の
極
意
と
毛
バ
リ
作
り
を

伝
授
し
ま
し
た
。
「
ま
ず
知
っ
て
欲
し

い
の
は
魚
の
感
覚
。
魚
は
全
方
位
見
え

て
い
る
が
視
力
は
ピ
ン
ボ
ケ
で
、
何
と

な
く
こ
の
あ
た
り
に
黒
い
も
の
が
あ
る
、

く
ら
い
し
か
わ
か
ら
な
い
。
だ
か
ら
毛

バ
リ
の
見
た
目
は
重
要
じ
ゃ
な
い
ん
で

す
」
と
石
垣
さ
ん
。
魚
は
音
も
聞
こ
え

て
い
ま
せ
ん
が
、
振
動
に
は
敏
感
な
の

で
「
太
極
拳
の
動
き
で
、
魚
を
驚
か
せ

な
い
よ
う
に
」
す
る
の
も
ポ
イ
ン
ト
。

　

毛
バ
リ
の
材
料
は
、
針
・
細
長
く
切

っ
た
黒
い
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
・
羽
根
の

３
つ
だ
け
。
慣
れ
れ
ば
１
つ
30
秒
ほ
ど

で
作
れ
る
そ
う
で
、
く
る
く
る
巻
い
て

い
る
う
ち
に
で
き
て
し
ま
い
ま
す
。
魚

に
は
こ
れ
が
エ
サ
に
見
え
る
わ
け
で
す

ね
。
こ
の
日
は
実
際
に
ノ
カ
ナ
ン
で
テ

ン
カ
ラ
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
「
北
海
道

は
ほ
と
ん
ど
の
川
に
漁
業
権
が
無
く
、

年
中
釣
り
放
題
の
聖
地
」
で
、
東
川
で

も
ニ
ジ
マ
ス
や
オ
シ
ョ
ロ
コ
マ
（
ヤ
マ

メ
）
な
ど
が
釣
れ
る
そ
う
。
み
な
さ
ん

も
水
辺
に
は
十
分
気
を
付
け
て
、
釣
り

を
楽
し
ん
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

韓
国
総
領
事
館
が
動
画
『
韓
国
と
北
海
道

が
出
会
う
瞬
間
』
公
開
、
東
川
も
登
場

　

「
韓
国
と
日
本
の
両
国
民
が
文
化

を
通
じ
て
〝
共
感
〞
を
生
み
出
し
、
お

互
い
を
さ
ら
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
」

と
、
駐
札
幌
韓
国
総
領
事
館
が
動
画
サ

イ
ト
・
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
チ
ャ
ン
ネ
ル

を
開
設
し
ま
し
た
。
最
初
の
シ
リ
ー
ズ

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

▲「ＬＦＣコンポストバッグ」で堆肥ができていく様
子

毛バリはぱっと見虫そのもの▲

▼テープと羽根を巻いてあっという間に毛バリが完成

▲東川を紹介するコ副領事。ＱＲコードからチャンネルへ
飛べます。17
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社
協
だ
よ
り　

温
か
い
善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す

　

８
月
16
日
か
ら
９
月
15
日
に
社
会
福

祉
事
業
に
ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
は

次
の
と
お
り
で
す
。

《
ご
香
典
の
返
礼
に
か
え
て
》

　

新
栄　
　
　

保　

科　

訓　

子　

様

　

東
町
２　
　

折　

原　

雄　

二　

様

　

南
町
３　
　

丸　

谷　

泰　

寛　

様

　

26　
　
　
　

岩　

田　

和　

子　

様

　

28　
　
　
　

松　

原　

盡　

子　

様

《
社
会
福
祉
事
業
に
寄
付
》

　

西
町
３　
　

松　

本　

光　

示　

様

「
く
ら
し
の
相
談
」

　

日
々
の
生
活
で
困
っ
て
い
る
こ
と
、悩

み
ご
と
を
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。事
前
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。（
☎
82-

７
５
０
５
、随
時

受
付
）

【
今
月
の
相
談
員
】　

盛　

永　

小  

夜  

子

【トレイルランニング】
◆第１回白旗山トレイルレース2022（８月７日・白
旗山競技場）
▼〔男子中学生３位〕山上想太（東川ＸＣ）

【水泳】
◆第17回深川年齢別水泳競技大会（８月28日・深
川市ア・エール）
▼８歳以下女子 ビート板キック〔３位〕若松結愛
▼９・10歳女子 自由形25m〔１位〕・平泳ぎ25m
〔１位〕・平泳ぎ50m〔３位〕石黒結衣
▼11・12歳女子 背泳ぎ25m〔１位〕鳥羽紅梨▼同 
背泳ぎ25m〔３位〕・平泳ぎ25m〔１位〕正垣更紗
▼13・14歳女子 平泳ぎ50m〔１位〕・バタフライ
50m〔１位〕・個人メドレー100m〔１位〕小林小桜
◆令和４年度B&G北海道ブロック・スポーツ交流
交歓会水泳の部（８月７日・東川町B&G）
▼小５・６女子 背泳ぎ50m〔２位〕・平泳ぎ50m
〔２位〕石黒結衣
▼中学男子 平泳ぎ50m〔３位〕石黒凌亮▼同 自
由形100m〔１位〕・背泳ぎ50m〔２位〕藤田汰星
▼中学女子 平泳ぎ50m〔３位〕小林小桜
※いずれも所属は東川町水泳少年団

【俳句】
◆第25回俳句甲子園（８月21日・松山市総合コミ
ュニティセンター）
▼〔優秀賞〕高井彩香（旭川東高）

各種大会成績各種大会成績

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
通
信

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
通
信

道
具
を
使
わ
ず
お
家
で
で
き
る

ふくらはぎのストレッチ ふくらはぎの張りや、むくみに悩まれている方にオススメ!
【ポイント】動作中は力まず、息を止めずに行う。

①両手を床につく。ヒザを伸
ばしたまま踵（かかと）を床
につけられる位置に足を置く。

②片足を上げ、床についている
側のふくらはぎにストレッチを
感じるところで深呼吸２回。

③軸足のヒザが曲がったり、
踵が床から浮いたりしないよ
うに注意する。

は
全
４
本
で
、
そ
れ
ぞ
れ
「
映
画
・
ド

ラ
マ
」
「
食
べ
物
」
「
観
光
」
「
音
楽
」

が
テ
ー
マ
。
副
領
事
の
コ
リ
ョ
フ
ン
さ

ん
と
札
幌
在
住
の
日
韓
夫
婦
ユ
ー
チ
ュ

ー
バ
ー
・
パ
ク
家
の
お
二
人
が
対
談
形

式
で
両
国
の
「
ま
だ
お
互
い
の
国
民
に

知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
」
を
ト
ー
ク
し

て
い
ま
す
。
特
に
第
三
弾
の
「
観
光
」

で
は
コ
副
領
事
が
〝
印
象
深
い
所
〞
と

し
て
東
川
町
を
紹
介
。
「
写
真
の
町
」

や
「
美
し
い
風
景
を
守
り
育
て
る
条
例
」

な
ど
町
の
特
徴
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
韓

国
と
北
海
道
の
良
い
所
を
両
方
知
る
こ

と
が
で
き
る
内
容
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
チ

ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

東
小
ス
ク
バ
ン
、
道
吹
奏
楽
コ
ン
で
銀
賞

　

９
月
２
日
、
東
川
小
学
校
ス
ク
ー
ル

バ
ン
ド
が
松
岡
町
長
ら
を
表
敬
訪
問
し

ま
し
た
。
同
部
は
、
８
月
７
日
に
旭
川

市
民
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
た
第
67
回

北
海
道
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
の
旭
川
地

区
予
選
を
見
事
１
位
で
通
過
し
、
同
月

28
日
に
札
幌
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
た
同
全
道
大
会
で
「
銀
賞
」
と

い
う
輝
か
し
い
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
「
プ
ロ
の
演
奏
も
行
わ
れ

る
大
き
な
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
演
奏

が
で
き
、
と
て
も
貴
重
な
体
験
に
な
り

ま
し
た
」
と
、
キ
ラ
キ
ラ
し
た
笑
顔
を

見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

新
生
・
大
雪
野
球
少
年
団
、
ま
ず
は
全
道

　

９
月
７
日
、
東
川
大
雪
野
球
少
年
団

が
松
岡
町
長
ら
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

７
月
に
高
知
県
、
８
月
に
奈
良
県
で
行

わ
れ
た
２
つ
の
全
国
大
会
で
は
、
い
ず

れ
も
全
国
ベ
ス
ト
16
と
い
う
結
果
を
残

し
た
こ
と
を
報
告
。
６
年
生
は
「
全
国

の
レ
ベ
ル
を
知
っ
て
学
べ
た
の
で
、
中

学
で
も
活
か
し
た
い
」
「
自
分
の
力
が

全
国
で
も
通
じ
た
の
で
自
信
が
つ
い
た
」

と
、
今
後
も
野
球
を
続
け
る
う
え
で
の

大
き
な
糧
（
か
て
）
に
な
っ
た
様
子
。

ま
た
、
５
年
生
は
太
陽
グ
ル
ー
プ
杯
争

奪
第
29
回
全
道
少
年
軟
式
野
球
選
抜
大

会
（
新
人
戦
）
の
旭
川
予
選
で
優
勝
し
、

９
月
17
日
か
ら
の
全
道
大
会
（
札
幌
市
）

に
挑
む
と
い
う
こ
と
で
、
「
全
国
で
自

分
た
ち
の
弱
い
所
を
知
れ
た
の
で
、
そ

の
経
験
を
活
か
し
て
全
道
で
も
頑
張
り

ま
す
！
」
と
引
き
続
き
の
活
躍
を
期
待

さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
大
き
な
舞
台
に

上
が
る
た
び
、
野
球
だ
け
で
は
な
く
広

い
世
界
を
見
て
一
回
り
も
二
回
り
も
大

き
く
な
っ
て
帰
っ
て
く
る
姿
は
、
頼
も

し
い
限
り
で
す
。
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公営住宅等の入居者を募集します 税務定住課

注 意 事 項

選 考 方 法
入 居 期 限
敷 金
連帯保証人
お問い合わせ

／・申込の際は、必ず東川町公営住宅入居申込案内をご確認ください。（税務定住課住まい室で配布）
　・入居申込者または同居親族が「暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律」第２条第６号に該当する場
　　合は入居できません。
　・室内・室外でペット飼育は認められません。
　・ここに記載の家賃は、この住宅の最高家賃ではありません。(長期間居住され所得が増えた場合には、家賃が最
　　大１０万円を超える場合があります。）
／入居者選考委員会を開催し、入居者を決定します。
／10月末　※原則期限迄に入居手続きを完了することが要件となっています。
／家賃の3カ月分
／入居者が家賃滞納等をした際に、代わって弁済することが可能な程度の定期的な収入がある方２人。
／税務定住課 住まい室　☎８２－２１１１（内線115、116）

10月３日㈪～10月17日㈪受付期間 税務定住課 住まい室受付場所
公営住宅１戸、地域優良賃貸住宅１戸、特定公共賃貸住宅２戸募集戸数
１．入居申込書　　２．住宅等状況申告書
３．所得の状況が確認できる書類（所得証明、源泉徴収票など）
４．地方税の滞納が無い事を証明する書類
５．世帯全員分の住民票（町外の方のみ）※本籍地の表示は不要
６．その他必要と認める書類　　７．印鑑
※３・４の書類は、入居予定者の中で所得のある方全員分を提出してください。
※３の書類について、前年と申込時点とで職場が変わっている場合、新しい職場の給与証明が必
　要となります。（詳細はお問い合わせください。）
※申込の際には、必ず「公営住宅入居申込案内（申込前に読むしおり）」をご確認ください。
※下線のついている書類は、税務定住課住まい室に用意してあります。

お申し込みに
必要なもの

●公営住宅
戸数、家賃 建築年、構造、設備等場　　所募集団地 そ　の　他

戸数、家賃 建築年、構造、設備等場　　所募集団地 そ　の　他

②
・1戸
・2階2LDK（68.34㎡）
・21,600円～42,300円

・2001（平成13）年
・耐火構造2階建て
・物置、駐車場1台

西町３丁目８番清流中央団地
Ａ１

・家賃の他に温水器、暖房機、調理器
　のリース料（月額6,000円程度）の負
　担があります。
・自治会管理の共同灯及びポンプ電
　気代、除雪費用が別途かかります。

①
②

・1階1戸、2階1戸
・いずれも1LDK　
　（37.20㎡）
・30,400円～40,200円

・1994（平成6）年
・耐火構造２階建て
・物置付き
・駐車場1台

西町１丁目9番アヴニールⅠ
（単身用）

・オール電化、家賃の他に温水器、暖
　房機、調理器のリース料（月額6,000
　円程度）の負担があります。
・自治会管理の共同灯及びポンプ電
　気代、除雪費用が別途かかります。

●特定公共賃貸住宅

入
居
資
格

１．原則、同居または同居しようとする親族がいる方
　　（60歳以上、障害者手帳の所持者、生活保護受給者など単身で申し込める場合があります）
　　※不自然な合体・分離をした世帯については、申し込むことはできません。（DV被害者の方を除く）
　　※婚約者（６カ月以内に入籍）及び内縁関係にある者を同居者とすることも可能です。（詳細はお問い合わせください。）
２．町内会への入会及び町内会費の納入できる方
３．法の規定により算出した月額所得（世帯全員分）が15万8千円以下
※ただし、次のいずれかの要件に該当する場合は、月額所得（世帯全員分）が21万4千円以下となります。
　・小学校就学の始期に達するまでの方がいる場合
　・身体障がい等級１級から４級までの方がいる場合
　・精神障がい等級１級から３級までの方がいる場合、知的障がい（精神障がいの程度に相当）の方がいる場合
※上記の外にも要件がありますので、お問い合わせ下さい。

入
居
資
格

町内に住所または勤務地を有する方、本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方
１．収入金額が国で定める収入基準の範囲内の方、または入居後所得の上昇が見込まれる方
２．町内会への入会及び町内会費の納入できる方
※詳細はお問い合せください

戸数、家賃 建築年、構造、設備等場　　所募集団地 そ　の　他

①
・1戸（2階）
・1階3LDK（82.89㎡）
・40,800円

・2020（令和2）年
・木造平屋建（ロフト付）
・物置付き、駐車場2台

キトウシ南２丁目
１番１９号

ガーデンコート
キトウシⅡ

・調理器（ガス）、灯油暖房機（ＦＦ）、
　網戸は各自用意。

●地域優良賃貸住宅（町内産業後継者世帯用）

入
居
資
格

町内に住所または勤務地を有する方、本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方
１.同居する親族がいる方
２.町内の産業後継者であること。
３.地域優良住宅(1戸建）景観協定の内容をが理解し遂行できる方。（協定書を結びます。）
※詳細はお問い合せください

・調理器（ガス）、灯油暖房機（煙突）、
　照明設備は各自用意。
・自治会管理の共同灯及びポンプ電
　気代、除雪費用が別途かかります。

①
・1戸
・2階3LDK（71.3㎡）
・22,100円～46,300円

・1990（平成2）年
・耐火構造2階建て
・物置、駐車場1台

北町3丁目10番北団地A1

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
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18
B
A
K
E
R
Y（
イ
チ
バ
ベ
ー
カ
リ
ー
）

　
　

北
町
３
丁
目
１
ー

４　

☎
82
ー

３
２
４
４

市　

場　

梨　

沙

「
病
気
に
負
け
な
い
」　
子
ど
も
た
ち
が
強
く
幸
せ
に
生
き
ら
れ
る
よ
う
に

　

私
は
、
北
町
３
丁
目
で
パ
ン
屋
を
営
ん

で
い
る
市
場
で
す
。
私
は
元
々
看
護
師
と

し
て
働
い
て
い
ま
し
た
。
看
護
学
校
卒
業

を
控
え
た
７
年
前
の
３
月
、
〝
網
膜
色
素

変
性
症
〞
と
い
う
進
行
す
る
病
気
で
徐
々

に
視
野
・
視
力
が
衰
え
て
失
明
の
可
能
性

が
あ
る
難
病
を
患
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
病
気
が
わ
か
っ
て
か
ら
も
、

職
場
の
理
解
を
得
な
が
ら
な
ん
と
か
看
護

師
と
し
て
仕
事
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

し
た
が
、
２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
２
月

に
は
障
害
者
手
帳
２
級
に
ま
で
進
行
。
車

の
運
転
も
で
き
な
く
な
り
看
護
師
と
し
て

働
く
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

「
な
ぜ
私
が
…
。
」
「
見

え
な
く
な
り
た
く
な
い
」

そ
ん
な
思
い
ば
か
り
膨
ら

み
、
家
族
に
当
た
り
散
ら

す
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
し

た
。
で
き
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
て
い
く
不
安
や
、

誰
か
に
頼
ら
な
く
て
は
い
け

な
い
現
実
が
と
て
も
つ
ら
か

っ
た
で
す
。
そ
ん
な
時
、
主
人
か
ら
言
わ

れ
た
一
言
で
私
の
考
え
は
一
変
し
ま
す
。

　

「
辛
い
の
は
本
人
か
も
し
れ
な
い
。
で

も
そ
ん
な
あ
な
た
の
姿
を
見
て
い
る
家
族

の
気
持
ち
は
考
え
た
こ
と
あ
る
？
」

　

自
分
ば
か
り
辛
い
と
思
っ
て
き
た
け
れ

ど
、
私
を
見
て
る
お
母
さ
ん
、
辛
か
っ
た

だ
ろ
う
な
。
初
め
て
家
族
の
気
持
ち
を
考

え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
子
ど
も

た
ち
に
こ
の
病
気
が
遺
伝
し
て

た
と
し
た
ら
、
私
は
ど
ん
な
気

持
ち
で
子
ど
も
た
ち
を
見
る
の

だ
ろ
う
。
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
何
を
し
て
あ
げ
ら
れ
る

だ
ろ
う
。
く
よ
く
よ
し
て
ら

れ
な
い
！
強
く
生
き
な
く
て

は
…
。
そ
の
時
か
ら
、
病
気
を
受
け
入
れ

前
向
き
に
物
事
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

10
年
以
上
続
け
て
き
た
パ
ン
作
り

　

看
護
師
が
で
き
な
く
な
っ
た
ら
何
を
し

よ
う
。
何
が
で
き
る
だ
ろ

う
…
。
目
が
見
え
な
く
て

も
で
き
る
こ
と
は
あ
る
と

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
ら
れ

る
生
き
方
を
し
た
い
と
思

っ
て
い
て
、
た
ど
り
着
い

た
の
が
10
年
以
上
趣
味
で

作
っ
て
き
た
パ
ン
作
り
で
し
た
。
子
ど

も
が
生
ま
れ
る
前
か
ら
の
趣
味
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
に
手
造
り
の

も
の
を
食
べ
さ
せ
た
い
。
そ
ん
な
思
い
か

ら
パ
ン
や
お
菓
子
を
作
る
頻
度
は
多
く
な

り
、
腕
は
磨
か
れ
て
い
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

「
よ
し
。
パ
ン
屋
を
や
ろ
う
」
そ
う
と

決
ま
れ
ば
即
行
動
で
す
。
色
ん
な
パ
ン
屋

さ
ん
に
足
を
運
び
、
作
業
場
は
ど
れ
く
ら

い
あ
る
の
か
、
売
り
場
は
何
畳
ぐ
ら
い
必

要
か
、
機
械
は
ど
の
よ
う
な
も
の
を

使
っ
て
い
る
の
か
な
ど
聞
い

て
回
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中

で
、
と
て
も
親
身
に
話
を
聞

い
て
く
れ
た
旭
川
の
愛
家
ベ

ー
カ
リ
ー
さ
ん
で
修
行
さ
せ

て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
、

看
護
師
退
職
後
に
自
宅
を
改
造
し
２
０

２
０
年
11
月
に
18
B
A
K
E
R
Y
を
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

パ
ン
屋
の
一
日

　

パ
ン
屋
の
一
日
は
と
て
も
過
酷
で
し
た
。

日
付
が
変
わ
っ
た
ら
す
ぐ
に
起
床
し
パ
ン

作
り
。
休
憩
時
間
も
あ
ま
り
と
れ
な
い
ま

ま
19
時
頃
ま
で
次
の
日
の
仕
込
み
。
仕
事

が
終
わ
っ
た
ら
子
ど
も
た
ち
と
ご
飯
を
食

べ
て
、
お
風
呂
入
っ
て
、
21
時
頃
に
は
寝

る
。
寝
る
時
間
も
少
な
く
、
毎
日
が
目
ま

ぐ
る
し
く
過
ぎ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、

子
ど
も
た
ち
と
過
ご
す
時
間
も
以
前
よ
り

少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
が
現
実
。
悲

し
い
で
す
。
で
も
、
そ
ん
な
日
々
だ
か
ら

こ
そ
一
緒
に
い
ら
れ
る
時
間
を
大
切
に
し

た
り
、
子
ど
も
た
ち
と
の
時
間
を
幸
せ
に

思
え
て
い
る
私
も
い
ま
す
。

私
の
幸
せ

　

こ
ん
な
に
忙
し
い
毎
日
だ
け
ど
、
本
当

に
充
実
し
た
日
々
を
送
れ
て
い
る
な
と
痛

感
し
て
い
ま
す
。
私
が
輝
け
る
場
所
で
、

私
を
必
要
と
し
て
く
れ
る
人
が
い
て
、
私

に
し
か
で
き
な
い
こ
と
を
し
て
い
る
。
一

緒
に
い
ら
れ
る
時
間
は
少
な
い
け
れ
ど
、

子
ど
も
た
ち
に
囲
ま
れ
て
生
活
で
き
て
、

あ
あ
で
も
な
い
、
こ
う
で
も
な
い
と
文
句

を
言
い
な
が
ら
毎
日
慌
た
だ
し
く
過
ぎ
て

い
く
。
こ
ん
な
幸
せ
な
こ
と
は
な
い
な
と

日
々
思
っ
て
い
ま
す
。
目
が
不
自
由
で
も
、

で
き
な
い
こ
と
が
多
く
て
も
、
私
は
と
て

も
幸
せ
だ
と
子
ど
も
た
ち
に
胸
を
張
っ
て

い
ら
れ
る
。
今
の
環
境
を
作
っ
て
く
れ
て

い
る
す
べ
て
の
人
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
ま
だ
幼
く
、
私
の
目
の

病
気
に
つ
い
て
の
理
解
も
、
私
が
パ
ン
屋

を
し
て
い
る
意
味
も
分
か
ら
な
い
こ
と
が

多
い
と
思
い
ま
す
。
で
も
い
つ
の
日
か
、

私
が
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い
思
い
が
感

じ
取
れ
る
日
が
来
る
こ
と
を
願
っ
て
、
こ

れ
か
ら
も
前
を
向
い
て
強
く
生
き
て
い
く

つ
も
り
で
す
。
た
と
え
パ
ン
屋
が
で
き
な

く
な
る
日
が
き
て
も
、
ま
た
違
う
こ
と
に

挑
戦
し
、
何
事
も
あ
き
ら
め
ず
強
く
生
き

て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
病

気
だ
っ
た
と
し
て
も
で
き
る
こ
と
は
あ
る
。

幸
せ
に
な
れ
る
。
あ
き
ら
め
な
い
心
が
大

事
と
い
う
こ
と
を
、
私
の
人
生
で
子
ど
も

た
ち
に
証
明
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
病
気
だ
け
ど
、
病
気
だ
か
ら
こ
そ

【
幸
せ
】
で
す
。
子
ど
も
た
ち
に
も
【
幸

せ
】
を
多
く
感
じ
ら
れ
る
人
間
に
な
っ
て

ほ
し
い
な
と
願
っ
て
い
ま
す
。

「
病
気
に
負
け
な
い
」　
子
ど
も
た
ち
が
強
く
幸
せ
に
生
き
ら
れ
る
よ
う
に
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参
考
文
献
：
『
〈
叱
る
依
存
〉
が
と
ま
ら
な
い
』
村
中
直
人
／
紀
伊
国
屋
書
店
／
２
０
２
２
年

　

叱
る
側
に
は
、
相
手
に
変
わ
っ
て

ほ
し
い
と
い
う
願
い
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
注
意
が
必
要
な
の
は
、
強
く

叱
る
こ
と
で
相
手
が
思
い
通
り
に
行

動
す
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
「
自
分

の
行
為
に
影
響
力
が
あ
る
」
と
い
う

快
感
や
、
「
自
分
が
そ
の
場
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
で
き
て
い
る
」
と
い
っ
た

自
己
効
力
感
を
感
じ
や
す
く
、
そ
の

快
さ
の
た
め
に
行
っ
て
し
ま
う
側
面

が
あ
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
叱
る
側

に
「
相
手
が
叱
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と

を
し
た
か
ら
だ
」
と
い
う
思
い
が
あ

っ
て
、
〝
悪
い
〞
相
手
を
罰
す
る

「
処
罰
感
情
の
充
足
」
と
い
う
快
感

の
側
面
も
あ
り
ま
す
。
処
罰
感
情
と

は
、
「
報
い
を
受
け
て
当
然
」
と
感

じ
る
人
を
目
の
前
に
す
る
と
、
自
分

に
何
も
被
害
が
な
く
て
も
そ
の
人
を

罰
し
た
く
な
る
欲
求
で
す
。
人
は
ル

ー
ル
違
反
し
た
相
手
を
罰
す
る
こ
と

で
強
い
満
足
感
や
快
楽
を
得
る
の
で

す
。
自
分
に
そ
う
い
う
気
持
ち
が
あ

る
と
自
覚
し
て
い
な
い
と
、
「
相
手

の
た
め
」
「
社
会
の
た
め
」
と
、
罰

す
る
こ
と
が
度
を
越
し
て
正
当
化
さ

れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
場
合
に
は
、
相
手
が

叱
ら
れ
た
こ
と
で
謝
っ
た
り
行
動
を

変
え
て
も
、
そ
れ
は
単
に
辛
い
状
況

を
回
避
す
る
行
動
で
し
か
な
い
と
い

う
こ
と
に
気
づ
く
の
は
難
し
い
で
し

ょ
う
。
さ
ら
に
、
叱
ら
れ
る
と
い
っ

た
強
い
刺
激
が
何
度
も
続
く
と
、
今

ま
で
通
り
の
叱
り
方
で
は
効
果
が
得

ら
れ
な
く
な
る
た
め
、
罵
倒
や
人
格

攻
撃
の
よ
う
な
攻
撃
性
の
高
い
叱
る

行
動
へ
と
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
得
る
の

で
す
。

　

叱
る
行
動
が
や
め
ら
れ
な
い
場
合
、

叱
る
側
の
不
安
、
満
た
さ
れ
な
さ
、

体
調
不
良
な
ど
の
辛
さ
が
背
景
に
あ

り
、
理
不
尽
さ
を
感
じ
て
い
る
場
合

が
多
い
よ
う
で
す
。
こ
う
い
っ
た
時
、

叱
る
側
は
叱
ら
れ
る
側
の
「
正
し
く

な
い
、
ダ
メ
な
状
態
」
を
見
る
と
怒

り
と
い
っ
た
複
雑
な
感
情
が
沸
き
起

こ
り
、
叱
る
こ
と
で
「
あ
る
べ
き
状

態
に
正
し
た
」
と
い
う
一
時
的
な
安

心
感
を
得
ま
す
。
け
れ
ど
も
本
来
叱

る
側
の
持
っ
て
い
た
問
題
が
解
決
し

た
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
さ

ら
に
叱
る
こ
と
へ
の
依

存
が
深
ま
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

や
虐
待
、
Ｄ
Ｖ

は
こ
の
延
長
線

上
に
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
自
分
の
予

測
や
期
待
が
外
れ
た
時

に
、
「
困
っ
た
！
」
と
感
じ
て

叱
る
行
動
を
と
り
や
す
く
、
こ
れ
は

何
か
が
起
こ
る
前
に
そ
れ
を
予
測
し

て
い
な
い
こ
と
が
引
き
金
に
な
り
ま

す
。

　

叱
る－

叱
ら
れ
る
状
態
が
続
く

と
、
叱
ら
れ
た
側
へ
の
影
響
は
長
期

間
に
わ
た
っ
て
続
き
、
他
者
へ
の
攻

撃
、
被
害
を
受
け
る
側
に
な
る
、
う

つ
病
・
薬
物
依
存
な
ど
の
精
神
疾
患
、

喫
煙
や
肥
満
、
性
行
動
の
問
題
、
ア

ル
コ
ー
ル
依
存
な
ど
に
つ
な
が
る
と

警
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
何
度
も
叱
ら

れ
、
誰
か
が
叱
ら
れ
る
現
場
に
い
て

言
葉
の
暴
力
を
見
聞
き
す
る
こ
と
自

体
、
脳
の
発
達
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し

ま
す
。

主
体
性
を
尊
重
し
、
起
き
る
こ
と
を

予
測
す
る

　

人
が
学
び
成
長
す
る
に
は
、
脳
の

中
の
「
報
酬
系
回
路
」
と
言

っ
て
、
何
か
の
報
酬
が

期
待
出
来
る
と
思

っ
た
時
に
働
く
部

分
が
重
要
で
す
。

人
は
、
何
か
を

「
ほ
し
い
」

「
や
り
た
い
！
」

と
思
い
、
行
動
し

て
報
酬
が
得
ら
れ
る

と
快
さ
を
感
じ
る
の
で

す
が
、
幼
い
頃
か
ら
や
り
た
い

気
持
ち
が
何
度
も
否
定
さ
れ
た
り
、

叱
ら
れ
る
体
験
が
続
く
と
「
無
力
感
」

が
強
く
な
っ
て
し
ま
い
、
本
当
に
や

り
た
い
こ
と
が
わ
か
ら
な
く
な
り
成

長
も
滞
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

学
び
や
成
長
は
叱
る
こ
と
で
は
達

成
で
き
ま
せ
ん
。
他
者
か
ら
の
強
要

で
目
標
に
は
到
達
し
て
も
、
自
分
自

身
の
学
び
で
は
な
い
た
め
、
本
来
の

ス
キ
ル
と
自
律
性
、
達
成
感
は
得
ら

れ
な
い
の
で
す
。
大
人
の
側
は
、
本

人
の
や
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
や
自

分
で
考
え
て
決
め
る
と
い
う
主
体
性

を
尊
重
し
、
何
が
起
こ
り
そ
う
か
予

測
を
立
て
る
癖
を
つ
け
る
よ
う
に
し

て
、
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
は
前
も

っ
て
明
確
に
説
明
し
、
し
て
ほ
し
い

こ
と
を
丁
寧
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。
叱

ら
な
い
た
め
に
は
、
ど
ん
な
こ
と
が

起
こ
り
そ
う
な
の
か
、
予
測
を
し
て

お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
上
で
、

叱
っ
て
し
ま
い
そ
う
な
と
き
は
、
相

手
が
ど
ん
な
風
に
と
ら
え
た
り
感
じ

て
い
る
の
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

そ
の
こ
と
を
や
っ
て
み
る
心
の
準
備

が
で
き
て
い
る
か
、
そ
の
人
に
と
っ

て
ち
ょ
う
ど
良
い
難
度
の
課
題
な
の

か
を
見
極
め
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。

　

「
普
通
」
「
常
識
」
「
当
た
り
前
」

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
叱
る
側
に
よ

く
あ
る
な
ら
「
自
分
基
準
」
の
一
方

的
な
も
の
の
見
方
に
陥
っ
て
い
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
ね
。
「
叱
る
」
人

は
、
振
り
返
っ
て
自
分
自
身
を
見
つ

め
直
す
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。

児
童
精
神
科
医　

北　

畑　
　
　

歩

　

前
回
は
、
子
ど
も
を
「
叱
る
」
こ
と
で
は
本
当
の
〝
学
び
〞
は
得
ら
れ
な
い
と
い
う
お
話
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
「
叱
る
」
こ
と
が
続
い
て
し
ま
う
理
由
と
、
本
当
の
学
び
に
必
要
な
こ
と
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

子
ど
も
の
心
の
健
康
講
座 
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